
三重県埋蔵文化財年報18

昭和 62年度

1988.3 

三頂県教育委員会



例 言

1 この年報は、昭和 62年度における県内の埋蔵文化財保護行政と調査の概要

をまとめたものである。

2. Iの緊急調査現状のうち、 2 • 緊急発掘調査の概要は、それぞれの発掘担当者

による。

3. 本書の編集は、文化課文化財第一係埋蔵文化財担当においておこなった。
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土地利用と埋蔵文化財

1. 市町村総合計画（案）等の事前審査

市町村総合計画及び広域市町村隠計画の策定に際して、埋蔵文化財保護に特

に配慮するよう県総務部地方課に指導方を依頼している。その際留意すべき事

項は、次のとおりである。

基本構想において、 (1) 文化財保護の有無

(2) 埋蔵文化財包蔵地一覧表等による現状把握の有無

(3) 遺跡の周知徹底の明記の有無

2. 民間企業等の開発計画の事前協議

民間企業による各種土地開発事業と埋蔵文化財の保護については、関係諸法

令要綱等によって取扱い方針が定められている。その具体的な取扱いについて

は、 「文化財保護の指導要項］（『三重県開発事業指導に関する計画設計の技

術基準』所収） (P 9 7)及び、昭和 55年 9月 19日付け、教文第 52 0号、

三重県教育委員会教育長から各市町村教育委員会教育長宛通知によっている。

事業者は、事業の計画段階で市町村教育委員会へ、計画地内における周知の

遺跡の有無の照会（遺跡地図、遺跡台帳との照合）と現地での遺跡分布調査の

依頼を行う。これを受けて分布調査を実施した市町村教育委員会は、調査結果

を事業者に通知する。埋蔵文化財が確認された場合には、前記文化財保護の指

導要項に基づく保存方法についての協議を行い、そのことを文化財保護措置書

(P 9 8)の形で、事業者から市町村教育委員会教育長へ提出する。

文化財調査報告書及び文化財保護措置書については、県教育委員会へその写

し1部をもって報告することになっている。
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（開発行為事前設計協議（土木部））

番号 種 別 事業者名 事 業 地 事業面積 協議年月日 備考

ウェーブリゾ 神志摩立郡磯部町大字
開第 11877.号

1 
ート造成事業

瞬堀江エクープライズ 6 6.4 5 8111 6 2. 3 1 
R6  2. 8. 15 

阿合山郡阿山町大字
開第 1275号

2 住宅地造成 日本開発工業翰 6 4.8 1 2が 6 2. 8. 2 0 
JI I ⑫ 6 2. 9. 3 

（開発行為に伴う設計協議（土木部））

番号 種 別 事業者名 事 業 地 事業面積 協議年月日 備考

員市弁之郡原員他弁町大字
開第 590号

1 ゴルフ場 蛉ナ坑ベゴ11/7クラブ 1,192.843面 6 2. 4. 2 0 
R6  2. 4. 3 0 

阿山郡伊賀町大字
開第 793号

2 工場用地 鈴森精機製作所 2 3 3, 9 7 3111 6 2. 6. 5 
愛田 ⑫ 6 2. 6. 11 

阿之山郡伊賀町大字
開第 794号

3 工場用地 翰丸栄建設 56.167面 6 2. 6. 5 
西沢 ② 6 2. 6. 11 

飯南郡飯南町大字
開第 1021号

4 学校用地 飯南町長 6 0, 9 6 4'!1'! 6 2. 6. 3 0 
粥見 ⑫ 6 2. 7. 7 

字南牟阿婁田和郡御浜町大
開第 1517号

5 駅前開発事業 パーク七里御浜掬 14.3771li 6 2. 7. 6 
⑫ 6 2. 7. 2 1 

齢健康福祉センタ
開第 1104号

6 沿場用地 四日市市智積町 15.636.62面 6 2. 7. 1 7 
一三重

R62. 7. 2 2 

開東 11 1 5号
7 工場用地 棘山本林業 名張市蔵持町原出 2 9. 0 2 6.14面 6 2. 7. 2 0 

⑫ 6 2. 7. 2 5 

大倉建設発鞠翰 一志郡白山町大字
開第 1103号

8 ゴルフ場 1813.875面 6 2. 7. 1 7 
平城開 川口 ⑫ 6 2. 7. 2 7 

員梅戸弁郡大安町大字
開第 1149号， 工場用地 日本コンクリート齢 12.241が 6 2. 7. 2 4 
⑫ 6 2. 8. 3 

阿植山郡伊賀町大字
開第 1150号

1 0 工場用地 安田産業諒 79,105.24が 6 2. 7. 2 4 
柘町

R6  2. 8. 7 

安三郷芸郡、穴美倉里村、足大坂字
開第 1275号

1 1 ゴルフ場 三河観光開発蛉 1.044.746面 6 2. 8. 2 0 
⑫ 6 2. 9. 3 

開第 1275号
1 2 芸術村等用地 翰志摩東京カウ万ィ 鳥羽市石鏡本浦 1.020.418面 6 2. 8. 2 0 

⑫ 6 2. 9. 1 0 

I I I I 
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番号 種 別 事 業 者 名 事 業 地 事業面積 協議年月日 備考

開第 1364号
1 3 住宅団地 翰東海不動産 伊勢市楠部町 1 3. 1 2 9. 9 211f 6 2. 9. 2 

R62. 9. 12 

三四重日市郡市菰水野沢町町大桜字町
開第 1426号

1 4 ゴルフ場 東急建設蛉 1. 2 8 10 0 6.,,/ 6 2. 9. 1 4 
菰野 ⑫ 6 2. 9. 2 5 

開第 1474号
1 5 住 宅団地 蛉竹中都市開発 名張市百合が丘 157 4.954.14面 6 2. 9. 2 4 

⑫ 6 2. 9. 2 5 

字南志牟原婁郡御浜町大
開第 1612号

1 6 住宅団地 侑森岡乳業 26.183.11面 62. 10. 20 
⑫ 6 2. 10. 2 7 

鈴鹿の森観光ブ除カン
開第 1632号

1 7 ゴルフ場 鈴鹿市西庄内町 L 4 4 3. 5 6 Or,f 62. 10. 23 
トリークラ

(&)62. 10. 27 

奈名知張市、夏中知見、山下比
開第 1643号

1 8 住宅団地 近鉄不動産掬 660.785面 62. 10. 26 
R62. 11 10 

四日市俄セントラル
開第 1647号

1 9 ゴルフ場 四日市市内山町 1. 0 7 6. 6 1 011f 62. 10. 30 
開発 ⑫ 62. 11 10 

伊下勢路
開第 1680号

2 0 工場用地 青山町長 青山町大字 川原 198.1071!f 62. 10. 31 
R62. 11 14 

伊闘勢町
開第 1592号

2 1 ゴ ルフ湯 鈴峰企業餘 鈴鹿市西東 町町 463.234が 62. 10. 29 
R62. 11 14 

開第 1740号
2 2 宅地造成 大和ハウス 津市高野尾町 346.857,nf 62. 11. 17 

② 62. 11 30 

開第 17 5 3号
2 3 学校用地 大台町長 多気郡大台町佐原 513 9 7が 62. 11 18 

⑫ 62. 11 30 

開第 1742号
2 4 工場用地 常盤土地開発蛉 上野市治田 52.471が 62. 11 17 

⑫ 62. 12. 4 

四日市市上下海海老老町町
開第 1806号

2 5 運送施設 坂部運送侑 58.349が 62. 11 28 
R62. 12. 4 

セラミックス協 四日市市水沢町字
開第 1848号

2 6 陶器製造工場 16,628面 62. 12. 8 
業組合 北起 ② 62. 12. 15 

開第 1903号
2 7 研 究施設 久保田鉄工棘 上野市治田字菅谷 281.599が 62. 12. 15 

R62. 12. 21 

開第 1923号
2 8 工場用地 鈴鹿ィンター條 鈴鹿市国府町字目下 1 5. 2 4 5-rrf 62. 12. 19 

⑫ 62. 12. 21 

開第 192 8号
2 9 宅地造成 東明商事鈴 伊勢市藤里町 15.0 5 9が 62. 12. 21 

⑫ 62. 12. 21 
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番号 種 別 事業者名 事 業 地 事業面積 協議年月日 備考

阿反山郡阿山町大字
開第 40号

3 0 ゴルフ場 餘地産 2 2 8. 1 6 9'11f 6 3. 1. 6 
下田 ⑫ 6 3. 1. 11 

協企業同組セ合伊勢中小 伊目勢9市番大世古 2丁
開第 59号

3 1 ゴルフ練習場 1 4.1 0 311f 6 3. 1. 7 
ンター 1 1号 ⑫ 6 3. 1. 1 8 

亀鈴鹿山市郡大関町岡大寺宅町会下
開第 69号

3 2 工場用地 亀山土地開発公社 868,738面 6 3. 1. ， 
⑫ 6 3. 1. 2 0 

開第 4 2 0号
3 3 工 場用地 興栄製作翰 上野市予野 13.16711f 6 3. 3. 2 4 

⑫ 6 3. 3. 2 6 

（三重県土地利用対策委員会幹事会（企画調整部））

番号 種 別 事業者名 事 業 地 事業面積 協議年月日 備考

安戸芸島郡安濃町大字
土鰤第20号

1 ゴルフ場 イシバシ工業節 970.00011! 6 2. 4. 2 7 保留
R62. 5. 2 3 

土雌困第20号
2 ゴ ル フ 場 片田振興蛉 津市片田 l 4 5 4. 0 0 Orr! 6 2. 4. 2 7 

⑫ 6 2. 5. 2 3 

員梅弁戸郡大安町大字
土地利第21号

3 工 業団地 日本コンクリート鈴 83.9941rf 6 2. 5. 7 
R6  2. 5. 2 3 

ヤマハレクリェー 土地利第25号
4 ゴルフ湯

ション翰 浜島町大字浜島 1. 1 0 2. 2 0 O'lfl 6 2. 6. 2 5 
R62. 7. 2 5 

御桑名衣郡野多度町大字
土地利第30号

5 ゴルフ場 名古屋テレビ開発掬 1. 1 0 1. 0 0 Om 6 2. 8. 11 
⑫ 6 2. 8. 2 4 

下阿反山郡田阿山町大字
土地利第30号

6 ゴルフ場 僻地産 228,385.8蟷 6 2. 8. 11 
⑫ 6 2. 8. 2 4 

丸阿柱山郡阿山町大字
這 第30号

7 ゴ ル フ 場 トーア鈴 2 4 12 0 Q,rf 6 2. 8. 11 
⑫ 6 2. 8. 2 4 

這第30号
8 工場用地 僻富士工務店 上野市佐那具 63,992が 6 2. 8. 11 

⑫ 6 2. 8. 2 4 

三重郡菰野町大字
土地利第30号， ゴルフ場 中部開発鈴 901.920.61面 6 2. 8. 11 

菰野
R6 2. 9. 2 5 

阿上野山町市佐大那字具円徳院
土地利第36号

1 0 ゴルフ場 日本ゴルフ興業僻 1. 1 2 9. 5 0 0111 62. 10. 13 保留
⑫ 62. 10. 26 

亀山市安大知椋本本町
土岬障36号

1 1 ゴルフ場 鉄建建設翰 1. 2 5 0. 0 0 Ont 62. 10. 13 
芸濃町字 ⑫ 62. 10. 26 
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番号 種 別 事業者名 事 業 地 事業面積 協議年月日 備考

土地利第37号
1 2 ゴルフ場 富士グリーン掬 久居市榊原町 8 9 6, 4 3 9-nf 6 2. 1 0. 2 8 

⑫ 62. 11 21 

土地利第40号
1 3 ゴルフ場 大和団地蛉 亀山市下町 1. 0 9 8. 0 0 Ont 62. 11 24 

R62. 11 25 

一森志本郡嬉野町大字
這第40号

1 4 ゴルフ場 嬉野国際観光腕 9 7 8, 6 7 5111 62. 11 24 
R62. 12. 24 

土地利第40号
1 5 ゴルフ場 五陽開発僻 上野市比土字三谷 991.000面 62. 11 24 

⑫ 62. 12. 24 

志摩郡磯部町大字
土地利第 4号

1 6 ゴルフ場 佐藤工業蛉 1.0 2 4.5 4 1而 6 3. 1. 1 8 山田
R63. 2. 5 

土地利第 4号
1 7 ゴルフ場 村本建設蛉 名張市葛尾 422.930印 6 3. 1. 1 8 

⑫ 6 3. 2. 5 

一志郡一志町大字
士」第 4号

1 8 ゴルフ場 蛉丸二 1. 4 0 0, 8 3 9而 6 3. 1. 1 8 
小山

R63. 2. 5 

這暉 4号
1 9 ゴルフ場 芸濃セントラル節 安芸郡芸濃町大字林 5 3 4. 8 3 Om 6 3. l 18 

⑫ 6 3. 2. 5 

儀ヘラルドコーポ
四三重日市郡菰市桜野町町

土地利第 7号
2 0 ゴルフ場 7 7 8. 9 5 8rlf 6 3. 1 28 レーション

R63. 3. 1 

土地利第10号
2 1 ゴルフ場 鈴竹中工務店 三重郡菰野町 1.1 9 5. 7 0 Owl 6 3. 2. 2 2 

R63. 3. 2 3 

土地利第28号
2 2 変 電 所 中部電力鈴 亀山市野村町 8 4.4 5 8nt 6 2. 7. 2 1 

⑫ 6 3. 3. 2 3 

翰三重電子計算セ 津市片市田町
土地利第 7号

2 3 ゴルフ場
ンター 久居稲場町

1.070.058が 6 3. 1 28 
R63. 3. 2 3 

3. 国の機関等の開発計画の事前協議

文化課では、前年度中あるいは年度当初に開発関係行政機関に対し、事業

計画を照会するとともに、埋蔵文化財が事業地内に存在する場合はその保護

について当課と十分に協議するよう申し入れをしている。

(1) 農業基盤整備事業等

農業基盤整備事業には、県営圃場整備事業、県営一般農道整備事業、各
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事業
名

県
営
圃

i 
業

種農免道路整備事業等の県が事業主体となるものと、団体営圃場整備事業、

団体営農道整備事業等の市町村が事業主体となるものに分けられる。

中でも圃場整備事業は、事業地が広大な面積（面）に及び、また近年は

平野部の整備が終り、山間部へ展開しているため、必然的に遺跡にかかる

件数と面積は増加の領向を示している。

今年度の県営圃場整備事業を例にとると、当初事業総面積 88 7 haの中

で試掘調査の結果 37遺跡、面積にして約 684,000がもの遺跡が所在す

ることが確認された。さらに大形補正に伴い、 2 1 0 haの事業が追加され

たため、執行委任を受けて分布調査を実施した。そして 18遺跡を試掘調

査した。これらの結果にもとづき、農村整備課及び各事務所と再三協議を

重ね、盛土等の工事対応により遺跡保護に努めた結果、計 24件約48,825

而（うち執行委任分 33,030面）の遺跡については削平部分、排11<.li洛、道路

部分に限りやむをえず発掘調査を実施した。

また、農道整備事業では、 1件約 70011!の発掘調査を実施し、その他

の国及び県営の農業基盤整備事業で 3件約 17 0面の試掘調査をはじめ、

分布調査を実施した。

調査の実施にあたっては県教育委員会が主体となり、菰野町教育委員会

及び鈴鹿市教育委員会、久居市教育委員会、松阪市教育委員会等の協力を

得て実施した。

農事務所林 地区 事積業ha面 遺跡名 所在地 調査面積
備 考

"' 
桑名 藤原東部 3 4 芦原遺跡 藤原町下相場 9 0 0 試掘・立ち合い

I/ 大安西部 3 4 大安町丹生川上 4-. 5 ク・工事対応

，， 員 弁 5 1 員弁町大泉他 8 4 8 

ク・工本本立調（補査事調調ち査会正対査合い

）． 

四日市 八、 風 5 6 下江平遺跡 菰野町小島他 5, 2 0 0 ク・ 応（） 町

,, 合川・下 5 5 西ノ垣内遺跡 鈴鹿市長法寺町 6. 4 0 0 " . 
ノ 庄

// I/ 長法寺 1号墳 ，， 1 0 0 I/ 
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$:g~ 農事務所林 地区 事積業ha面 遺跡名 所在地
調査面積

備 考
,rf 

四日市 合川。下 桑名垣内遺跡 鈴鹿市長法寺町 7 0 0 試掘・立ち合い
ノ 庄 （補正、市

I/ ，， 加和良神社＂ ,, 5 5 0 ~ . 教立（委補ち合正）い） 

“ 
亀山南部 ， 亀山市阿野田町 1 8 4 ,, . 工事対応

“ 南四 日市部 2 1 四日市市山田町 1 3 6 ，，・立ち合い
（補正）

県 津 河 芸 1 0 河芸町高佐 4 0 ，，・工事対応

，， 芸濃南部 6 4 松山遺跡 芸濃町萩野 8. 8 5 5 ,, . 本調査、松
山古墳ば甜F

" ，， 椋本南方遺跡 " 椋本 7. 2 5 5 ,, 
営

I/ ，， " 多門 1 6 ク・（補正）

" 久居 I 3 0 加村南遺跡 久居市森 1 5 2 ク・（補正、市
教委）

圃 ，， ，， 黒田前遺跡 // 庄田 4 1 2 ,, 
,, ，, 

＇ 
3 3 下川原遺跡 ,, 中村 8 7 0 ，， 

“ 
中 郷 1 2 東 野 B遺跡 嬉野町森本 5. 7 0 0 本調査

湯
，， " 蟹縄手遺跡他 ,, 中郷 1 0 4 試掘•工事対応

" 白山西部 7 中切遺 跡 白山町八対野 3 2 ，， 

整 I/ " 堀切遺跡 " 1 6 " 
,, 

美南里部中 1 8 中ノ垣内遺跡 美里村中之垣外 9 6 " 

” 
,, // 五百野 4 0 ，， 

備 ,, ,, 東出前遺跡 ,, 三郷 4 8 ,, 

" ，， 前川原遺跡 ，， 白樫 7 2 ,, 
事 松 阪 堀沿坂川岸 4 7 伊勢寺遺跡 松阪市伊勢寺町 4, 3 0 6 ,, . 本調査1500

教は委補正）、市

，， 
“ 

出口遺 跡 ， 美濃田町 2. 3 2 8 ,, 
業

ナライド遺跡 美濃田町 4 0 試掘• 立ち合い
” 

，, 
’’ 

” 
，， 赤城 B遺跡 " 4 0 ,, . 工事対応

” 丹 生 3 3 敏ノ上遺跡 勢和村丹生 3 0 4 ，，・立ち合い

,, ，， 垂清水遺跡 ，， 8 0 h • 工（（補事補対正正応） ） 

“ 
,, 馬場野遺跡 " 4 8 " 

“ 
，， 下村 A遺跡 " 9 6 I/ 
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事' 農事務所林 地区 積事業面ha 遺跡名 所在地
調査面積

備 考

"' 
松 阪 明 星 2 6 東野遺跡 明和町明星 1 2 0 工事対応

，， 上御糸 5 ，, 上御糸 2 0 " 
県 伊勢 伊勢南部 ， 和田遺跡他 伊勢市上野町 9 8 

” ,, ,, ，, 村松町 6 4 ,, 
営 ,, 一之瀬 1 2 向井新田遺跡 度会町一之顛 2 8 8 “•立ち合い

上野 河 ムロ 1 2 北中溝遺跡 阿山町円徳院 L 3 4 8 “ 
I/ 

圃 ~ -工8（5本事伽対調）応査,, 柘植川 1 5 天童遺跡 伊賀町西ノ沢 2 4 8 
沿 岸

場

” 
上野東部 7 0 田 中 氏 館 上野市下友生 11 0 8 ，，・立ち合い

整
，， ，， 風呂ノ上遺跡 ，， 5 4 8 “ “ 

，， 
“ 3 8 森 前遺 跡

” 
依那具 8 8 “ • 工（補事正対応） 

備 南部第二

，， 

” 鳥 羽 遺 跡 “ 沖 6 2 4 " . 本調査

事 ，， ，， 講堂遺跡
” 

猪田道 3 2 ，，・工事対応

" " “ 市部 2 4 " 
業

“ I/ 第三 1 8 高瀬遺跡 “ 比土 1. 6 8 4 ,,• 本調査

" 滝ノ原 ， 名張市滝の原 2 2 ク・工事対応

，， 赤 目 2 3 坂之上遺跡 ，, 赤目町 1. 8 3 2 ク•本調査

事 業 名 事務所 地 区 事業内容 遺跡名 所在地
調査面積

備 考r,f 

国営中勢用水農業 農林省 北幹線 パイプ埋設 青木谷遺跡
芸t町 4 0 試掘• 立ら合い

水利事業 青谷 の要有

広域営農団地整農備道 耕地課 中勢1期 道路建設 椋ノ木遺跡 白山町 16 ,, 
事業 三ケ野

一般農道整備事業 ,, 朝明II佐岸 道路整備 六谷遺跡 菰野町 154 立ち合い
小島

農財林源漁身替業用農揮道整光油備税事業
,, 大山田 農道建設 小遺上野西跡谷 村大山田 700 本調査

南部第二 平田
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(2) 道路改良、河川改修等

道路改良事業、河川改修事業にかかる文化財の保護については、その性

格上路線計画段階での調整を要請しているところであるが、大幅な路線変

史や用地問題のため困難な点も多い。最終路線決定後、試掘調査を実施し、

その結果に基づき最少限の範囲について事前に発掘調査を実施している。

しかし路線決定、用地買収等の事情により工事着手時が未定のものが多く、

ほとんど協議中となっている。

本年度実施した発掘調査は、松阪市教育委員会、玉城町教育委員会等の

協力を得て道路関係 14件、 12,800而の調査を行った。

（土木部関係調査遺跡）

事務所 事業名 遺跡名の名称 所在地 面積（面） 措謹 備 考

久居 松阪久居線 平生南遺跡 一志郡嬉野町平生 2.000/2.500 本調査

一志出家線 高寺遺跡 ，， 一志町高野 300/60000 ,, 

松阪 御豊麻原生線園 閑浄寺遺跡 松阪市豊原町 3,8 0 0/4,8 0 0 ,, 

合ケ線野
松阪

曲 遺 跡 I/ 曲町 4.5 0 0/9.3 0 0 // 松阪市教育委員会

田丸斎明線 斎 宮 跡 多気郡明和町 230/ I/ 事三務重所県斎宮跡調査

伊勢 田丸斎明線 砂谷遺跡 度会郡玉城町日向 880/ 880 ,, 玉城町教育委員会

度会玉城線 勝田遺跡 ,, 
” 

勝田 500/2.400 ” 
四日市 中北央公勢園 丸岡遺跡ほか 四日市市西村町 144/25.600 試掘 暫rr(J定整備事施力明5.000

工 行可

鈴鹿 国道30的線 下之庄A遺跡 亀山市下之庄 3 2/2.700 I/ 工事施行可

“ 
下之庄B遺跡

,, 32/1.300 ，， 

“ 
平野亀山線 天水遺跡 鈴鹿市小田町 7 2/2.5 00 ，， I/ 

津 津大 芸濃 椋本南方遺跡 安芸郡芸濃町椋本 72/1切500 I/ ，, 
山田線

久居 丹生寺線 中尾東遺跡 一堀之内 63/1000 ,, 要本調査(1.00伽O
— J士C}¥ 

,, 下之庄遺跡 ” 
下之庄 112/90.000 I/ 工事施行可

I 
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（建設省、道路公団関係調査遺跡）

事業者 事業名 遺跡名称 所在地 面積 措置 備 考

建設省 ー村級J河川 下之庄東方 一志郡嬉野町中川、 8.6 5 0 
発掘

中 II改修 遺跡 下之庄 調査

" 国バ道イ一パ号ス亀建設山
正知浦遺跡 亀山市亀田町、椿 9. 9 0 0 ,, 2遺跡
堀越遺跡 世町

路日本公道団 ＂；靡易 天保遺跡ほか 一志郡嬉野町島田 7 13 4 0 ,, 9遺跡

土木部関係協議中遺跡（昭和 62年度）

（道路建設課）

事務所 線路名 遺跡名 所 在 地 面積（が） 概要備考

桑名 国道 36 5号 大久保城跡 員弁郡大安町片樋 中世城館、土塁

水郷公園線 殿名遺跡 桑名市長島町殿名 2. 6 0 0 

四日市 四日市土山線 宮ノ前遺跡 四日市市高角町 5,600 

鈴鹿 亀山m石水渓線 安楽 A遺跡 亀山市安楽

} 4.000 
，， 安楽 B遺 跡 I/ 

国道 30 6号線 小下遺跡 ,, 小下町 3,600 

“ 
東樺野古墳 ，, 樺野町 15 0 

I/ 東樺野遺跡 ,, I/ 2.5 0 0 

，, 高佐遺跡 安芸郡河芸町 2.5 0 0 

津 津関線 大古曽遺跡 津市一身田大古曽 1. 3 0 0 

家所阿漕停車場線 神戸遺跡 ''神戸 1,650 

穴倉南神山線 南神山 7号墳 安芸郡安濃町南神山 100 

津久居 片田井戸久居線 田中古墳群 津市片田井戸町 300 

久居 一志出家線 高寺遺跡 一志郡一志町高野 450 

久居美杉線 巽ケ丘遺跡 久居市西鷹跡町 450 

” 久居城跡 ，, 1000 

丹生寺一志線 中尾東遺跡 一志郡嬉野町中尾 1. 0 0 0 
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事 路線名 遺跡名 所 在 地 面積（面） 概要備考

松阪 松阪第二環状線 山室 A遺跡 松阪市山室町

} 2.000 
I/ 山室 B遺跡 ,, 

,, 上蛸路A遺跡
” 

上蛸路町

｝ 500 ,, 上蛸路B遺跡 ，， 

合ケ野松阪線 烏戸遺跡ほか I/ 伊勢＋寸町西a並甘 7.8 0 0 

国道 36 8号線 朝柄遺跡 多気郡勢和村朝柄 1. 0 0 0 

伊勢多気線 片倉氏館跡 ,, 多気町四神田 1,300 

伊勢多気線 羽根垣外遺跡 多気郡多気町四神田 2.5 0 0 

伊勢 田丸m斎明線 世 古 A遺跡 度会郡至城町世古 1. 5 0 0 

，, 世古 B遺跡
” 

18 0 0 

伊勢大宮線 麻加江遺跡 度会郡度会町麻加江 2.5 0 0 

伊勢路伊勢線 打越城跡 ,, 南勢町伊勢路 500 

伊勢鳥羽号ライン国道
1 6 7 線

昼河遺跡 伊勢市朝熊町昼河 2.4 0 0 

志摩 安乗港線 国府城跡 志摩郡阿児町国府 3.6 0 0 

,, 御茶子遺跡 I/ 2.5 0 0 

的矢大王線 東海道 遺跡 ,, 3.100 

鳥羽磯部線 松尾古墳 鳥羽市松尾町

町道阿津里線 阿津里貝塚 志摩郡志摩町越賀 15 0 0 

” 
阿津里 古墳 I/ 

上野 国道 36 8号線 四ノ切城跡 名張市蔵持町 10,000 

“ 
川北遺跡 ，， 3,000 

,, 横尾遺跡 上野市安場字横尾 1. 5 0 0 

国道 42 2号線 弥助窯跡 阿山郡阿山町丸柱

川東佐那具線 上川原遺跡 阿山郡伊賀町 3.0 0 0 

" 天道遺跡 I/ 西ノ沢 900 

町道上柘植倉部線 北浦遺 跡
” 

柘植 1.2 0 0 

,, 惣田遺跡
” 

,, 1. 0 0 0 

東湯舟甲賀線 藤林城長門
守跡 ” 

阿山町東湯舟 300 
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（都市計画課）

事務所 事業名 遺跡名 所 在 地 面積（而） 概要備考

四日市 北勢中央公園 丸岡城遺跡跡ほ保々
西か

四日市市西村町

津 豊里久居線 峰治城 跡 津市上津部田 4.5 0 0 

,, 小舟古墳 ,, 100 

久居 元町孝行井戸線 久居城跡 久居市西鷹跡町

（河川線）

I津 I天神川改修 I己ノ谷 遺跡I津市高茶屋

（砂 防課）

I桑名 1新沢川 I宇賀蜘古螂羊I桑名郡多度町柚井
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I 埋蔵文化財保護体制の強化

1 分室・埋蔵文化財整理所

津市、上野市、松阪市、亀山市内及び嬉野町に分室・埋蔵文化財整理所があ

り出土遺物の収蔵、発掘調査記録類の保管、整理作業及び報告書作成などにあ

たっている。

0 藤方分室 津市藤方 2283-1

（電） 0592-24-4560 

0 埋蔵文化財桜橋整理所

所在地 津市桜橋 2丁目

（電） 0592-27-2465 

0 埋蔵文化財上野整理所

所在地 上野市丸之内 11 7 

（電） 0595-24-0079 

0 近畿自動車道埋蔵文化財発掘調査整理所

所在地 松阪市丹生寺町 63 0 

（電） 0598-58-0283 

0 一般国道 1号亀山バイペス埋蔵文化財発掘調査整理所

所在地 亀山市和田町字西野 1278-9

（電） 05958-2-2581 

0 中村川埋蔵文化財発掘調査整理所

所在地 一志郡嬉野町川北 58 0 

農業技術センター内

（電） 05984-2-4802 

2 文化財バトロール

昭和 62年度の文化財 Iゞ トロールは、小中高の教員及び民間有識者 48名を

三重県文化財調査員として委嘱し、実施した。 （設置要綱等P90-95)
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U) 開発計画と文化財バトロール

総パトロール件数 97 2件で、内埋蔵文化財関係は 82 1件である。通常

の文化財確認調査に加えて県の開発事業にかかる埋蔵文化財の分布調査を依

頼しており、今後とも公共事業地内のパトロールを強化していく予定である。

民間開発事業については、市町村が独自に予定地内の分布調査を実施して

おり、埋文担当者のいない市町村でも保護措置書の提出がふえている。

(2) 文化財の実態確認

文化財パトロールによる新発見遺跡は 12件あった。特に松阪、上野管内

での新発見が目立ち、その半数は中世城館跡である。これらについては、す

でに遺跡カードヘの記入がなされているものもあるが、未整理のものについ

ては、早急に台帳等へ記入し、整備したい n

指定文化財に対する巡視件数は 15 1件あった。

昭和 62年度文化財バトロール実篇件数

＼ 建造物美工等 史 跡 名 勝 天然記念物 埋蔵文化財 計

4 

゜ ゜ ゜ ゜
1 1 

5 

゜ ゜ ゜ ゜
1 1 1 1 

6 

゜ ゜ ゜ ゜
1 1 

7 

゜ ゜ ゜
4 2 4 2 8 

8 1 3 8 

゜
1 3 1 1 0 1 4 4 ， 3 2 

゜
5 9 8 1 0 8 

1 0 1 3 5 

゜
5 4 5 6 8 

1 1 6 

゜ ゜
1 1 0 5 1 1 2 

1 2 1 0 4 

゜
6 1 9 1 2 1 1 

1 4 8 

゜
7 1 2 5 1 4 4 

2 3 5 

゜
1 0 8 8 1 0 6 

3 1 4 

゜ ゜
2 2 2 3 8 

計 6 6 3 2 

゜
5 3 8 2 1 9 7 2 
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(3) 市町村文化財パトロール

（四日市市文化財バトロール調査員名簿）

氏 名 住 所 郵便番号 電 話 勤務先 電話

岡田 健 三重北小教諭

桐生定己 西笹川中教諭

加田勝敏

片岡雅章 桑名高校教諭

樋尾重雄

加藤淳次 大池中教諭

中根真帆 西笹川中教諭

増地陽一 西朝明中教諭

（津市埋蔵文化財バトロール委員名簿）

氏 名 所 属 住 所 電 話

浅 生 悦 生 一身田中学校

福 田 和 憲
” 

恒 河 哲 人 櫛形小学校

本 多 史 和 新町小学校

奥 山 浩 良 栗真小学校

斎 藤 実 橋北中学校

小 坂 宜 広 I/ 

本 多 巌
三重大原史

古代史部会

池 田 淳 ・- 南立誠小学校" . 

森 田 正 美 ，, 

（菰野町文化財バトロール員）

氏 名 住 所 生年月日 電話番号 備 考

1 大塚秀樹 桜 中

2 萩 良樹 菰野中

3 田中利秋 明和中

4 諸岡敏文 竹永小

5 鎌田雅生 八風中
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3. 埋蔵文化財発掘技術者研修

埋蔵文化財の調査に関する専門的知識と技術の向上を目的とした研修事業は、

昭和 42年度以来、学校職員を対象として夏期に県外の研究機関に派遣して実

施してきた。しかし短期間の研修では不十分であるため、昭和 54年度からは

研修事業を強化拡大し、県外 3カ月、県内 9カ月の 1カ年研修を実施している。

昭和 62年度研修員

福田 昭（多気町・松阪市学校組合立 多気中学校教諭文化課主事併任）

東 浩成（三重県立志摩高等学校教諭文化課主事併任）

田中久生（津市立豊里中学校教諭 " ） 

服部 芳人（四日市市立 三重平中学校教諭 ,, ） 

森川幸雄（関町立関小学校教諭）

丹羽 徹（三重県立 四日市西高等学校教諭）

（昭和 62年度研修内容）

月 県 内 研 修 県外研修

4 
゜

分布調査実習

゜
遺物実測実習

゜
室内講義 I

5 
゜

発掘調査実習（松山遺跡、小上野西谷遺跡、閑浄寺遺跡ほか）

6 
゜

，， （松山遺跡、出口遺跡、東野B遺跡ほか）

7 
゜

，， （閑浄寺遺跡、東野B遺跡）

゜
測量実習 平飛城鳥宮•藤跡原発宮掘跡調発査掘部調査部

8 
゜

，， （閑浄寺遺跡、東野B遺跡） ，， 

， 
゜

，， （東野B遺跡、勝田遺跡）

゜
測量実習 ，， 

1 0 
゜

I/ （西ノ垣内遺跡、椋本南方遺跡）

1 1 
゜ " （西ノ垣内遺跡、椋本南方遺跡、高瀬遺跡ほか）

1 2 
゜

，， （平生南遺跡、坂之上遺跡、高瀬遺跡ほか）

1 
゜

，， （椋本南方遺跡、坂之上遺跡）

2 
゜

報告書作成実習

3 
゜ “ ゜

室内講義I
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（室内講義 I)

月・日 内 容 担 当 湯 所

4. 6 埋蔵文化財の保護と発掘 係長中森英夫 文化課藤方分室

，， 遺物実測と拓本 技師山田 猛 ,, 
,, 発掘調査の計画準備 技師吉水康夫 ，， 

4. 7 発掘調査の実施 技師新田 洋
” 

，, 分布調査と試掘調査 主事山下雅春 ,, 
，， 考古学と測量 主事倉田直純 " 

4. 8 三重県の主要遺跡と遺物 係長伊藤久嗣 ，， 

4. ， 遺構・遺物の保存と活用 主事田中喜久雄 文化課桜橋分室

（室内講肇 I)

月・日 内 容 担 当 場 所

3. 7 型式論と編年 技師山田 猛 文化課藤方分室

,, 旧石器・縄文土器 主事田村陽一 ,, 
,, 弥生土器 主事仁保晋作 ， 

3. 8 須恵器 技師吉水康夫 ，， 

，， 瓦 主事駒田利治
” 

3. ， 古代の官街と斎宮 主事田阪 仁 斎宮跡調査事務所

" 飛鳥～平安時代の土師器 技 師 泉 雄二 ，， 

“ 
施釉陶器 主事上村安生 " 

3. 1 0 山茶椀 主事倉田直純 文化課藤方分室

，， 瓦器 技師野原宏司
,, 

,, 
中世の土師器 主事久志本鉄也

,, 

3. 1 1 古瀬戸～大窯 主事増田安生
,, 

，， 祭祀遺物 主事河瀬信幸 “ 
" 木製品（農耕具） 主事山下雅春

,, 

3. 1 8 鉄製品（武具、農耕具） 主事田中喜久雄 ，， 

， 古代の土師器 (4C-7C) 技師新田 洋 ，， 

ー17-



4. 埋蔵文化財担当者の研修

(1) 三重県埋蔵文化財担当者会議

県及び市町村の教育委員会に配置されている埋蔵文化財担当者に対する研

修会を 4ケ月毎に開催地を順次交替し、開催した。

この研修会は、市町村教育委員会の担当者全員と県文化課、県斎宮跡調査

事務所の若干名が参加し、埋蔵文化財における行政上の諸問題、調査方法等に

ついて情報交換及び討議を行なった。また、調査中の遺跡や文化財にかかる

諸施設の見学も行った。

開 催 日 開催場所 内 容 見学先など

第1回 62. 4.22(水） 津市吉田山会館

第2回 62. 8. 28(金）
玉城町農村環境改善セ 航注空写真測量の積算と外 森添遺跡、砂谷遺跡ほか
ンター 管理について

第3回 62. 12. 12 (土） 四日市市役所
文化財保護条例の見直し

講演会について

(2) 三重県埋蔵文化財発掘調査担当者研修会

県及び市町村で実施される調査について情報交換及び討議を行い、埋蔵文

化財の研究を推進し、調査の充実を図るため、県、市町村教育委員会の埋蔵

文化財発掘担当者に対する研修会を開催した。おもな研修内容は、研究発表

（事例研究）、講演会、調査の方法、結果の検討、遺跡見学等である。

開 催 日 開催場所 内 容 見学先など

第1回 62. 7. 24 (金）
嬉野町社会福祉センタ 「ー町志嬉教委野地域の古野久墳」 曲遺跡、近東畿野適B関遺連遺跡跡

一志 伊 勢 好 中村川、

第2回 6 2. 10. 8 (木） 上野市商工会議所
名「3 ・遺4跡世調紀査の会伊門賀田了」三 上野城石垣重修県理埋

第 7回三 蔵文化
財展

県「近教世委城郭浅を尾めぐ悟る諸問題」

県門農賑業政技化術諒セン効タ―功琴広瀬壊分、原析」

第3回 63. 1. 16 (土） 亀山市青少年研修セン 県「教三委重県鈴の突木帯文克土彦器」 第6回三重報県埋告蔵会文化
ター 財発掘調査

県「蘭教苔委出土平杉谷慕蜘政の樹廿 碑
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5. 文化財保護連絡会議

(1) 趣旨

本県内において行われる住宅造成、農業基盤整備、道路建設等の開発事業

にかかる埋蔵文化財の取り扱いに関する連絡を強化し、事前協業等における

文化財の確認、事務を円滑に行い、文化財保護の充実を図る。

(2) 昭和 62年度文化財保護連絡会議

・開催日

教育事務所 開 催 日 時 場 所

北 勢 7月 7日（火） 1 3 : 3 Qrvl 5 : 3 0 県四日市庁舎 5階第 9会議室

中 勢 7月10日（金） 1 3 ; 3 Qrvl 5 : 3 0 県津庁舎 4階第 6会議室

松 阪 7月 9日（木） 1 3 : 3 Qrvl 5 : 3 0 県松阪庁舎 3階第 3会議室

南勢志寧 7月14日（火） 1 3 : 3 Or,,Jl 5 : 3 0 県伊勢庁舎 3階中会議室

上 野 7月16日（木） 1 3 : 3 Qrvl 5 : 3 0 県J:野庁舎 3階第 4会議室

尾鷲・熊野 7月13日（月） 1 3 : 3 0,-...,1 5 : 3 0 県尾鷲庁舎 3階第 3会議室

• 協議内容

① 文化財保護の概要

② 開発にかかる埋蔵文化財の取り扱いについて

③ 各種開発事業計画と埋蔵文化財

（県及び市町村）

④ その他

・出席者

各県民局、各農林事務所、各土木事務所、各教育事務所

各市町村開発関係課 各市町村教育委員会 県教育委員会
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I 緊急調査の現状

1. 緊急発掘鯛査

本年度は県教育委員会が主体となって実施したものは 41件、市町村教育委

員会が主体のもの 21件、遺跡調査会が主体のもの 11件で、総数73件の発掘

調査があった。今年度も圧倒的に公共事業によるものが多い。調査体制、出土

品の整理・収蔵・保管などについては多くの問題を抱えている。

（※ 国・県費補助事業）

遺跡名 所 在 地 原 因 I調査主体 費用負担

芦原遺跡 I員弁郡藤原町大字下相場字芦原県営圃場整備県教委県農林水産部

下江平遺跡三重郡菰野町大字田光字下江平県営圃場整備町教委 { 
県農林水産部．
県教育委員会・

※ 

青木谷遺跡 I四日市市大矢知町青木谷 土砂採取市教委事業者

山奥遺跡 I四日市市大字羽津戊宇山之奥

水沢製炭窯跡 I四日市市水沢町字長尾

北山 C 遺跡四日市市大鏡町

大川原遺跡四日市市山田町大字大川原

丸岡遺跡四日市市西村町

南 山 6 号墳鈴鹿市上野町字中谷山

長畑遺跡鈴鹿市御薗町字長畑

桑名垣内遺跡鈴鹿市長法寺町字桑名垣内

西垣内遺跡鈴鹿市長法寺町字西垣内

加和良神社遺跡 鈴鹿市三宅町西条

沢 遺 跡亀山市山下町沢

東野公醤内遺跡群 亀山市栄町柴戸•川合町狐田

正知浦遺跡亀山市亀田町字正知浦

堀越遺跡 I亀山市椿世町字堀越

幼 稚 園 新 築 移 転 市 教 委 I事業者

（仮称）桜台カン市遺跡 I事業者トリー倶楽部 調査会

市遺跡
緑の広場造成 事業者

調査会

県営圃場整備県教委県農林水産部

北勢中央公園整備県教委 県土木部

市クリーンセンタ 市 遺 跡
一進入道路新設調査会

市

団体営圃場整備
市 遺 跡
調 査 会 I市

県営圃場整備県教委県農林水産部

県営圃場整備 I県教委 I{出塁
県営圃場整備県教委 { 

県農林水産部．
※ 

県教育委員会・

宅 地 造 成 市 教 委 事 業 者

東野運動公園造成市教委 I市

”見窄裳 1県教委 I建設省

一般国道 1号亀山
バイパス建設 I県教委 I建設省

松 山遺跡 I安芸郡芸濃町大字萩野字松山幼)I県営圃場整備 I県教委 I{ 県農林水産部．
県教育委員会？X 

椋本南方遺跡 I安芸郡芸濃町大字椋本、北神山 I県営圃場整備 I県教委 I{ 
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遺跡名 所 在 地 原 因 I調査主体 費用負担

東出前遺跡I安芸郡美里村大字三郷字東出前 I県営圃湯整備 I県 教 委 県 農 林 水 産 部

中ノ垣内遺跡I安芸郡美里村大字足坂神量1県営圃場整備 1県教委 ｛魯翻羹貫塁※
牧 遺 跡 I久居市牧町字西馬場山 宅地造成市教委事業者

下 JII原遺跡久居市一色町字下河原

黒 田 前遺跡久居市森町字黒田前

戸木遺跡久居市戸木町字久保屋敷

中切遺跡一志郡白山町八対野字中切

高寺遺跡一志郡一志町高野

鳥居本遺跡一志郡一志町小山字鳥居ノ本

西野 27号墳一志郡嬉野町天花寺字西野

清水 谷古墳一志郡嬉野町天花寺

馬ノ 瀬遺跡一志郡嬉野町天花寺

西出山 1、2号墳 一志郡一志町八太字西出山

焼野遺跡一志郡嬉野町島田字焼野

天保古墳群一志郡嬉野町島田字天保

天保遺跡
一志郡嬉野町島田字焼野・天保
. J:: 野垣内

堀之内遺跡一志郡嬉野町堀之内・薬王寺

中尾遺跡一志郡嬉野町薬王寺字柿 木垣内

女牛谷古墳群
一志郡嬉野町薬王寺
松阪市小野町

ビハノ谷古墳群 一志郡嬉野町薬王寺

川原表 古墳群 I松阪市岡本町

伊勢寺遺跡 I松阪市伊勢寺町字北浦

”
 

松阪市深長町字前沖・菖蒲浦

県営圃場整備県教委 1県農林水産部

県営圃場整備県教委県農林水産部

近畿自動車道（久
居～勢和間）建設

県教委 日本道路公団

県営圃場整備県教委県農林水産部

県道一志・出家線
道路改良

県教委県土木部

醤9蹂雷舟占盗1県教委 I日本道路公団

片野住宅団地・天ー甜f
麟エ蜘螂成 暉、塁り事業者

”
 ”
 町水道施設整備 町教委 I町

翡9翡霜亨晶 1県教委 I日本道路公団

“
 “
 “
 ＂ 

“
 ”
 

“
 ,
 

事業者

事業者

県教委 日本道路公団

県 教 委 日本道路公団

県教委 日本道路公団

県教委 日本道路公団

県教委 日本道路公団

県教委 日本道路公団

下之庄東方遺跡 I一志郡嬉野町中川字小野四反畑 Iー級河JIli=t村JI敗修 I県教委 建設省

東野 B遺跡 I一志郡嬉野町森本字東野 I県営圃場整備 1県教委 ｛悶翡羹責翫
平生南遺跡I一志郡嬉野町平生 1県道松阪・久居線

道路改良
県教委県土木部

曲 遺 跡 I松阪市曲町字昼場・狭間 I 県道合ケ野•松阪
線道路改良 I市教委 I県土木部

団地造成 1市教委事業者

県営圃場整備県教委県農林水産部

県営圃場整備 I県教委 ｛ 
県農林水産部．
県教育委員会．．．X 
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遺跡名 所 在 地 原 因 調査主体 費用負担

出口遺 跡松阪市美濃田町

閑浄寺遺跡松阪市豊原町字閑浄寺ほか

斎 宮 跡多気郡明和町斎宮

県営圃場整備県教委 { 県農林水産部．
県教育委員会・

※ 

県道御麻生薗・豊
原線道路改良

県教委県土木部

重要遺跡確認県教委県教育委員会※

”
 

多気郡明和町斎宮

発シ B遺跡 I多気郡明和町大字有爾中

東垣外 古墳群 多気郡明和町坂本字東垣外

砂谷遺跡度 会 郡 至 城 町 坂 本

勝田遺跡度会郡玉城町勝田

石神遺跡多気郡勢和村色太字石神

森添遺跡度会郡度会町上久具字森添

西裏遺跡 I度会郡小俣町湯田

—宝院跡伊勢市八日市場町

蓮台寺跡伊勢市勢田町字滴ノロ

袴田遺跡伊勢市磯町字コウ田

源 蔵 田遺跡伊勢市佐八町字池の上

白浜貝塚 鳥羽 市浦 村町 字白 浜

下郡 遺跡 J::野市下郡字下代

向山中世墓 J::野市諏訪向山

鳥羽遺 跡 上 野 市 沖 字 鳥 羽

史跡現状変更

修正小学校
施 設 改 築

町

町

町

町

公共施設造成 1 町 1町

県道田丸•斎明線
道路改良 I町 教 委 I県土木部

四 戸 悶 1県教委県土木部

製材所造成村教委事業者

町道学校上久具線
久具都比売橋建設

町教委 I町・県

倉庫建設町教委事業者

健康福祉セ
ンター建設 市教委市

宅地造成市教委事業者

宅地造成市教委事業者

ゲートボーM易造成市教委 県福祉部

観光保養施設建設

地方改善施設整備

墓地整備

県営圃場整備

※
 

本
調査委員会l事業者

市遺跡
調査会 I市

儡喜農I諏訪地区

県教委 ｛ 県農林水産部．
県教育委員会・

※ 

田中氏館跡 I上野市界外 I県営圃場整備 I県教委 I県農林水産部

高瀬遺跡 I上野市比土字高瀬 I県営圃場整備 1県教委 I濯翻羹貫慶※

鳳凰寺遺跡 I阿山郡大山田村大字鳳凰寺字轟ほか I農村総合整備
（集落排水）

村教委村

小上野西谷遺跡 1阿山郡大山田村大字平田字西谷農免農道整備 1県教委 県農林水産部

北中溝遺跡阿山郡阿山町円徳院字北中溝 県営圃湯整備県教委I濯靡羹貫慶※

一本木遺跡 I 阿山郡伊賀町大字西ノ沢芋—本木I 県営圃場整備 I 県教委 { 
県農林水産部．
県教育委員会・

※ 

名張藤堂家邸跡 I名張市丸之内 I史跡現状変更 I市遺跡
調査会

市

坂之上遺跡 I名張市赤目町大字柏原字坂之上 I県営圃場整備 I県教委 { 
県農林水産部．
県教育委員会・

※ 
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2 緊急発掘調査の概要（※印は国庫・県費補助事業、△印は試掘）

（調査主体のカッコ内は調査担当者名）

芦原遺跡（員弁郡藤原町大字下相場字芦原）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（服部芳人）

調査期間昭和 62年 10月 13日-10月 15日

調査面積 2 7 0面

概 要 芦原遺跡は、員弁川とその支流である相場川とが合流する直前、眼下

に相場川をみおろせる標高 11 0 mの高台に位置する。南北に細長くトレンチ

状にまず発掘区を設定し (3mX36m)、その後「キ」の字状に東西に 2本

トレンチを入れ、北西隅をやや広く拡張した形の調査区である。調査の結果、

土拡 3基、溝 2条を検出した。北西隅の土砿より、 1 3世紀頃の山茶椀数片を

検出したのみで、その他の遺構からは遺物は出土していない。周辺にその頃の

集落があったものと思われるが、表土（約 20 cm)の下すぐに地山となる状況

であり、相場川への土の流出が著しかったためか、明確な建物等の遺構は検出

できなかった。

下江平遺跡※（三重郡菰野町大字田光字下江平）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 菰野町教育委員会（森田浩史）

調査期間 昭和 62年 4月 8日-6月26日

調査面積 5, 6 0 0面

概 要 下江平遺跡は朝明川の左岸、根ノ平扇状地の東端に位置する。

9次調査区 (2,700が）については、奈良時代の竪穴住居が 21棟、掘立

柱建物が 16棟の他、ヒ°ット、土拡などが多数検出された。遺物は須恵器や土

師器、フイゴの羽口などが出土し、これらの中から「倭家」「中」「五十戸」

「本井」などの墨書土器も 8点確認された。
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1 0次調査区においては平安～鎌倉時代の竪穴住居が 5棟、掘立柱建物が14

棟の他、土砿・ビットなどが検出された。遺物は須恵器・土師器・山茶椀など

が出土した。

今後、これらの資料は八風街道などの古道や、周辺諸遺跡との関連をも含め

て充分に検討していく必要がある。

青木谷遺跡（四日市市大矢知町青木谷）

事業名土採取

調査主体 四日市市教育委員会（春日井恒）

調査期間昭和 62年 5月6日,_1 6日

調査面積 3 3 4が

概 要 昭和 60年度に実施した範囲確認のための試掘調査では、表土中より

弥生土器、須恵器、土師器が出土した。また、遺跡範囲内の大部分においてす

でに土採取が行われていたため、遺跡は一部を残すのみであることが確認され

ただけであった。

今年度の調査は、土採取が遺跡残存部に及んだため、土採取を中止して行っ

た緊急発掘調査である。すでに表土は削除され、重機による掘削が地山にまで

達していたが、中世の溝及び土砿を検出した。溝の埋土からは、中世の土師器

皿、羽釜、天目茶椀、施紬陶器等が出土し、土砿内からは、常滑焼きの壷が出

土した。また、後世の攪乱溝からは、打製石斧、士錘、土師器、須恵器、焼塩

壷、砥石等が出土した。

以前は、弥生時代から古墳時代の遺跡であると言われ、この調査も弥生時代

及び古墳時代の遺構検出を目的としたが、その時代の遺構は確認できず、予想

に反して、中世の遺構が検出された。この遺跡は、土採取により大部分が破壊

され、発掘調査を行うことができたのはとくわずかであり、遺跡の内容を解明

することは出来なかった。
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山奥遺跡（四日市市大字羽津戊字山之奥）

事業名 学校法人あおい学園幼稚園新築移転工事

調査主体 四日市市教育委員会（北野保•春日井恒）

調査期間昭和 62年 6月 1日,.._,7月 11日

調査面積 1, 5 0 0面

概 要 県道中村、富田線によって切断された北東方向に延びる丘陵の先端に

位置する遺跡である。昭和 52・5 3年にも発掘調査（約 4,4 0 0が）を実施

し、竪穴住居跡 56棟（弥生時代後期 54棟、古墳時代後期 2棟）をはじめ溝

跡、土砿などの遺構や、弥生土器、須恵器、土師器、土錘、石斧等の遺物が多

数検出された。

今回の調査区は、第一次・ニ次調査区の南約 10 O mのところで、四方がす

でに土採取によって削り取られていた。遺構は、弥生時代後期の竪穴住居跡13

軒と溝跡、土拡などである。遺構内からは、多量の弥生土器の他に、土錘、刀

子状の鉄製品が出土した。

1 3棟の竪穴住居跡は、平面プランがすべて隅丸方形で、屋内に地床炉を設

け、四隅に主柱穴を配していた。周溝をもつ住居跡の中には、周溝が住居跡外

部の地形が低い方へ数mから 12 m程延びているものがあり、排水施設として

の用途が考えられる。

水沢町製炭窯跡（四日市市水沢町字長尾）

事業名 （仮称）桜台カントリー倶楽部造成工事

調査主体 四日市市遺跡調査会（春日井恒）

調査期間昭和 62年 11月 11日 -1 7日

調査面積約 50面

概 要 四日市市水沢谷町から四日市市少年自然の家へ向かう市道がある谷筋

に位置する。標高約 22 5 mの山裾で製炭が行われていた。

窯は、円形に山の斜面を切り取ってつくられ、焚口部にあたるところは、盛

土をして作り出されている。切り取られた内面には、人頭大の石を積み、粘土
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質の土ですきまを埋められている。焚口の反対側の奥壁には、一辺 30 cm、断

面方形の煙道が作られている。石積みには、製炭の際に発生したタール状のも

のがこぴりついていた。窯体部の規模は、焚口から煙道まで 28 0 cm、窯体部

最大幅 36 O cmの楕円形で、壁面の石積みは、最も残りの良いところで 5段、

1 3 0 cmであった。窯体内部には、当初くずれた石があり、これを取りのぞい

て掘り下げたところ、明掲色の焼土が一面にあった。これは、窯の上部をおお

う鉢と呼ばれる天井が落ちたものである。この焼土の下には、炭化物を多く含

む焼土層が 2層見られ、少なくとも 2回は製炭が行われていたと考えられる。

製炭が行われていた時期は確定することはできないが、大正から昭和初期の頃

と思われる。

北山 C遺跡△（四日市市大鏡町）

事 業名 （仮）緑の広場計画

調査主体 四日市市遺跡調査会（北野保•春日井恒）

調査期間昭和 62年 12月 1日,._,2 4日

調査面積 4 8 0面

概 要 朝明川と員弁川にはさまれた、幅広く東西に続く台地上に位置する。

昭和 50年に育苗園造成工事に伴い試掘調査が実施され、古墳時代の集落跡で

あることが確認されている。

今回の試掘調査は、事業計画区域内において掘削工事をする区域について、

2 0 m間隔に 4mX4mの試掘坑を設定し実施したものである。遺構は、弥生

時代の溝跡 2条、古墳時代の掘立柱建物跡 l棟、土砿 3基等を検出した。遺物

は、溝跡から弥生土器、土砿内から古墳時代の須恵器、土師器、時期を限定で

きないが、ヒ° ット内からフイゴの羽口が出土している。

大川原遺跡（四日市市山田町大字大川原）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（稲垣良二）
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凋査期間 昭和 62年 12月 14日

調査面積 3 2 5が

概 要遺跡は、足見川右岸の標高 38 -3 9 m前後の河岸段丘上に位置して

いる。

試掘により、土砿• 溝・ヒ° ットなどが検出され、わずかであるが、土師器片

摺鉢等も採集した。そのため、排水路部分と削平を受ける部分についてトレン

チを設定し、調査を行ったが、後世の削平によるためか遺物はなく、時期不明

の浅い土砿を検出したにとどまる。

南山 6号墳（鈴鹿市上野町字中谷山）

事業名 鈴鹿市クリーンセンター進入道路新設工事

調査主体 鈴鹿市遺跡調査会（中森成行•新田剛）

調査期間 昭和 62年 5月,..._,6月

調査面積約 17 0面

概 要 南山 6号墳は鈴鹿川の支流我入坊川左岸、標高約 36 mの河岸段丘上

に位置する。この段丘上には、当古墳以外に 10基程その存在が知られており、

これらは南山古墳群と総称されている。この高台からは鈴鹿111を挟んで、その

右岸の水田地帯及び野辺町・竹野町などの集落を眺望することができる。

当古墳は、東西径約 8m、南北径約 10 m、高さ約 lmの円墳で、南西開口

の横穴式石室を有し、玄室長は約 4m、幅 1.8 mである。壁面の石組は殆ど失

われており、残りの良い部分でも l段残存しているのみである。石室ほりかた

からは、土師器椀• 高杯・壷、須恵器杯• 高杯・壷、鉄鏃．刀子が出土してい

るが、土師器高杯の出土が多いのが特徴的で、個体数にして 15点出土してい

る。古墳の築造年代は 6世紀前半と思われ、 6世紀後半に追葬が行なわれたと

考えられる。

なお、古墳の盛土を除去した黄褐色土の地山面に、幅約 2mのL字状の溝が

検出され、その中から後期の弥生土器が出土した。出土量は盛土中から出土し

た資料も含めて整理箱 5箱にのぽり、器種としては高杯形土器が多い。
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長畑遺跡（鈴鹿市御薗町字長畑）

事業名 団体営圃場整備事業

調査主体 鈴鹿市遺跡調査会（中森成行•新田剛）

調査期間昭和 62年 8月

調査面積約 2,000rlf

概 要長畑遺跡は、御薗町集落の北西約 50 Omの河岸段丘上に位置し、行

政的には御菌町字長畑に所在する。団体営業圃場整備事業に伴い、削平する箇

所約 2,0 0 0面について、地元改良区の協力を得て 8月より調査を開始した。

調査の結果、弥生時代から鎌倉時代に至る古代集落跡であることが判明した。

検出された遺構には、弥生時代中期の土砿 1基、古墳時代後期の竪穴住居 12 

棟、奈良時代～平安時代の掘立柱建物 5棟、鎌倉時代の溝跡 3条等がある。出

土遺物は、上記の各時期にわたっているが、鎌倉時代の布目瓦が条里遺構と関

連すると思われる溝跡から出土していることは注目される。

御薗は、神宮系荘園の所在地として知られ、今後、溝跡の方向などから、当

時の地割の復元等検討する必要があろう。

桑名垣内遺跡（鈴鹿市長法寺町字桑名垣内）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（新田剛）

調査期間 昭和 62年 11月,..,_1 2月

調査面積約 1,0 0 0が

概 要 桑名垣内遺跡は中ノ川左岸、標高約 2omの河岸段丘上に位置する。

調査箇所は A地点 ・B地点の 2か所にわかれており、調査面積はそれぞれ約450

が ・55 0而である。両地点ともに 10 C1IIほどの耕作土の下は即黄褐色ないし

暗黄褐色の地山面である。

A地点では奈良時代～平安時代の掘立柱建物 1 1 棟•土砿、時期不明の溝 2

条が検出されたが、中心となるのは 7世紀中頃の遺構である。遺物は整理箱半

分ほどと極めて少ない。
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B地点は A地点から南へ約 15 O mのところにあり、 6世紀初め頃の土砿、

平安時代の掘立柱建物 3棟、時期不明の溝などが検出された。なお、上記の土

砿は、一部後世の攪乱を受け平面形態等不明瞭であるが、焼土が検出されてお

り、竪穴住居の可能性がある。

西垣内遺跡※（鈴鹿市長法寺町字西垣内）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（仁保晋作•森川幸雄）

調査期間 昭和 62年 9月～昭和 63年 1月

調査面積約 4,0 0 0而

概 要 西垣内遺跡は、中ノ川右岸にひろがる低位丘陵の先端部に位置する。

周辺には弥生時代から中世にいたる数多くの遺跡が知られ、古くから開けた地

域である。主な遺構としては、 6世紀を前後する時期の円筒埴輪や形象埴輪を

多く含む弧状の浅い溝が検出され、古墳の周溝とみられるが、墳形は判然とし

ない。その他、鎌倉時代から室町時代にかけての掘立柱建物・溝• 土砿•井戸

などがあるが、とくに、室町時代前半の方形土拡には、数多くの鉄滓が含まれ

ており、周辺からもフイコ羽口が出土していることから、鉄生産に関連した遺

跡とみられる。

加和良神社遺跡※（鈴鹿市三宅町西条）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（仁保晋作•森川幸雄）

調査期間昭和 62年 12月 15日-24日

調査面積約 4901'!

概 要 加和良神社遺跡は、中ノ川下流域左岸の東西にのびる河岸段丘上に位

置する。現況は水田及び家屋、畑である。

調査は、水路部分についてのみおこない、縄文時代から室町時代にかけての

遺構、遺物が確認された。住居跡は、一辺が 80 C7Iほどの方形の掘り形をもつ
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柱穴が確認され、古墳時代から奈良時代と思われる掘立柱建物 3棟が考えられ

る。他に鎌倉時代と思われる掘立柱建物 5棟も考えられるが、調査区の幅がせ

まく、いずれも調査区外へのびるため、今回の調査で確認されるのは、 2間X

3間の総柱建物（鎌倉時代） 1棟のみである。時期については、遺構内遺物が

少なく、小片でもあることから断定はできない。他の遺構としては、これらの

建物の方向と平行する小溝が数条確認された。

遺物は、 1つの土砿から縄文時代中期末の深鉢のものと思われる小片が出土

している他、須恵器の杯、高杯、甕、土師器の皿、鍋、甕、山茶椀、小皿など

がある。

沢遺跡（亀山市山下町沢）

事業名宅地造成

調査主体 亀山市教育委員会（亀山隆）

調査期間昭和 62年 5月 I8日-..,7月30日

調査面積 2,050nf 

概 要鈴鹿川右岸の中位段丘上に位置し、西から東へゆるやかな傾斜を持つ

平坦地である。縄文中期の炉• 溝 ・15世紀代の製鉄関連遺構など調査地のほ

ぽ全域から遺構は発見されたが、相対的に遺物量はさほど多くない。遺物の時

期は縄文前期から近世までの広きにわたるが、中心となるのは縄文中期末、後

期後葉、室町の 3時期である。縄文中期末の土砿は床面に深鉢片が敷かれてい

る上、壁も焼けているので炉跡と推測される。 I5世紀代の製鉄遺構は床面の

焼けた石組のある方形土砿内に少量ながら鉄滓が見られた。いわゆる鍛冶場と

言われるものであろう。この他に「平」の墨書銘のある 8世紀代の土師皿が出

土している。

東野公園内遺跡群（亀山市栄町柴戸• 川合町狐田）

事業名 亀山市東野運動公園建設事業

調査主体 亀山市教育委員会（亀山隆）
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調査期間 昭和 62年 8月 4日,..._,1 1月 13日

調査面積 4, 7 0 0面

概 要 前年度の試掘調査の結果、公園予定地のほぽ全域に遺跡の広がりが確

認されたため、第一次調査として 4,7 0 0而を発掘調査した。

調査地は D・C区の 2ケ所で、前年度に須恵器短頸壷、刀子等が出土した、

柴戸古墳は D区に所在する。柴戸古墳は削平が著しく規模、墳形は不明である

が木棺直葬の主体部の一部が遺存し、鉄鏃五本以上の出土があった。又墳丘内

溝状遺構から 5世紀中葉の土師器を多数出土した。又墳丘下に竪穴住居 1埜を

検出した。 D区は全般に遺構密度が簿かったが、土拡 lから多量の土師器と滑

石製勾玉が出土した。 C区からは掘立柱建物 6棟と溝等を検出したが、明確に

遺構に伴う遺物がなく時期等は断定し難い。なお C区の出土遺物の大半は、 7

世紀代と思われる須恵器片である。

正知浦遺跡（亀山市亀田町字正知浦）

事業名 一般国道 1号線亀山バイパス建設事業

調査主体 三重県教育委員会（駒田利治• 浅尾悟・梅澤裕）

調査期間昭和 62年 5月 7日,.._,7月 30日（第 1次）、同 8月 17日～翌 63 

年 1月 14日（第 2次）

調査面積 8, 2 0 0 11f 

概 要正知浦遺跡は亀山の市街地の北方に位置し、開折谷のよく発達した比

高差約 1Om程の台地上（約 20, 0 0 0 11f)は全面に遺跡が分布しているもの

と思われます。調査区の西半分を第 1次（約 4,0 0 0 面）、東半分を第 2次

（約 4,2 0 0面）として調査を進めました。第 1次調査の結果、奈良時代の堀

立柱建物 2棟、室町時代後期から江戸時代初頭にかけての素掘りの井戸 4埜、

堀立柱建物 7棟を検出しました。古墳時代から奈良時代にかけての遺物が多い

わりにはそれに伴う遺構が少ないのが特徴です。第 2次調査では、古墳 2基、

飛鳥時代の竪穴住居 4棟、掘立柱建物 l棟、平安時代の掘立柱建物 7棟を検出

しました。 1号墳は幅 l.1 m、長さ 3.1 mの無袖式石室を持ち、石室内より、
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須恵器平瓶、金環、鉄鏃などが出土しました。周溝の規模より径 17 m程の円

墳であろうと考えられます。 2号墳は、幅 1.5 m、長さ 4.9 mの玄室と、幅 11

m、長さ 3.8 mの羨道からなる片紬式石室を持ち、中より須恵器杯類を中心に

鉄製鋤先、鉄鏃、勾玉などが出土し、周溝の規模から径 25m程の円墳で 6世

紀中頃の築造と考えられます。遺跡は西へいく程古い様相を示し、上記の時代

の他は、縄文時代中期末の土器、石器が出土していますが、弥生時代から古墳

時代前期の遺構・遺物は全く見られません。

堀越遺跡（亀山市椿世町字堀越）

事業名 一般国道 1号亀山パイパス建設事業

調査主体 三重県教育委員会（梅澤裕）

調査期間 昭和 62年 11月9日,_1 2月 25日（第一次調査）

調査面積 1, 7 0 0而

概 要堀越遺跡は椋川の東南岸にあり、標高 40数mの段丘上に位置する。

バイパス工事にかかる遺跡総面積は約 4,7 0 0がである。

今回の調査で、掘立柱建物 4棟のほか、溝 3条と大小の土拡を検出した。掘

立柱建物は 3間X3間のもの 2棟と、 3間X4間以上の調査区外につづくもの

2棟で、そのうちの 1棟は西南隅に 2mx2m程の土拡をもつ。溝は南北溝 2

条と東西溝 l条であるが、方向は 4棟の堀立柱建物と等しく、真北からやや東

へ振っている。

遺物は全体的に出土量が少なく、鎌倉時代末から室町時代にかけての時期を

中心とする。 1つの土砿から 14世紀前半のものと思われる山茶椀 4点と鉄製

の鎌．砥石各 1点が出土したのが注目される。鎌は刃長 20 cm以上、刃幅約 6

cmとかなり大形である。砥石も全長 20 cmと大形で、 3面に使用痕が認められ

る。

以上、遺構・遺物の時期差があまりないと考えられること、遺構の配置に若

干の規則性が認められることから、同時期の遺跡が東側（第二次調査予定区）

へ広がっているものと考えられる。
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松山遺跡※（安芸郡芸濃町大字萩野字松山ほか）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（久志本鉄也、服部久士、稲垣良二、森川幸雄、丹

羽徹）

調査期間昭和 62年 4月 27日-12月25日

調査面積 8, 8 5 5面

概 要 本遺跡は安濃川中流左岸の段丘低位面及び下位面上に位置する。周知

の遺跡であったが、分布調査及び試掘調査の結果、更に南東へ拡がっている事

が確認されたものである。昨年度調査の大屋垣内遺跡（字欠田）も、松山遺跡

に包摂される。 A・E・J区では平行する 2本の溝を検出したが、これは計画

古道側溝と考えられ、 r延喜式」の鈴鹿と市村を結ぶ駅路、すなわち「平安京

と伊勢神宮を結ぶ道」の可能性が高い。

A区 (1,4 0 0面）

調査区中央に古道を検出した。平安中・後期の土砿が切っているので、前期

には成立していたであろう。古道に重複して、 4間X3間の掘立柱建物がある。

西半分は床をもつが、東半分は土間である。出土遺物は山茶椀の小片のみで断

定出来ないが、平安末• 鎌倉初が想定され、古道の使用期間に関し問題を提起

する。他に同時期の 2間X (1間）、時期不明の 3間X2間の掘立柱建物、平

安後期と思われる竪穴住居 3棟がある。また調査区東部に幅 12 m、深 1.4 m 

の大溝があるが、時期• 性格は不明である。

遺物は、平安末• 鎌倉初と考えられる山茶椀、土師器鍋• 皿が中心であるが

他に黒色土器、ロクロ土師器、緑釉陶器、須恵器、製塩土器、常滑、白磁椀が

あり、縄文土器も数片出土している。

B区<5 5 o_面）

D区と共に一段高い、段丘低位面に位置する。調査区は溝を境として東西が

性格を異にしている。西側は遺構・遺物共に多く、東側は稀薄である。西端付

近にも幅 3m程の溝があり、居住空間を画していると考えられる。南に廂をも

つ 2間X(2間）の掘立柱建物 l棟、小型の竪穴住居 3棟、素振り井戸 1基、
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多数の士砿がある。東側には竪穴住居 1棟しかなく、東端に土砿墓と考えられ

る遺構がある。完形の山茶椀を納め、径 3m余・幅 20-3 ocmの小溝が囲む。

遺物はほとんど平安末• 鎌倉初の単時期に集中し、山茶椀・土師器皿の他、

多量の土師器鍋が注目される。＊等の墨書をもつ山茶椀がある。他に微量の須

恵器、ロクロ土師器、緑釉陶器、土釜、瓦器、白磁椀、青磁椀．皿、常滑、砥

石があり、縄文土器片も 1点出土した。

C区 (1,4 0 0而）

竪穴住居 16棟と掘立柱建物 2棟を検出した。竪穴住居の大部分は一辺 2.5 

-3mの小型のもので、一棟を除き平安前期と考えられる。最も小型の数棟と、

平安後期の一棟を除き、全てカマドを備えている。カマドは北• 北東隅• 東・

南東隅に見られ、煙道部に長胴甕が残るもの、支柱石や焚口の袖石が残るもの

もある。掘立柱建物 l棟は平安前期のもので 3間X2間、他は平安後期で竪穴

を囲む 2間X 1間である。

遺物は比較的多く、ほとんど遺構内から出土した。土師器長胴甕•小型甕．

鉢• 杯、地域色の強い褐色を帯びた須恵器杯の他、黒色土器A、ロクロ土師器、

製塩土器が目立つ。他に黒色土器B、山茶椀、土錘、鉄製紡垂車、鎌などがあ

る。製塩土器はほとんどの住居跡に見られる。黒色土器Aの底部外面には「上

口」の墨書をもつものがある。

D区 (1,000面）

遺構はほとんどなく、調査区西側に幅 2m程の浅い溝が南流し、少量の近世

施釉陶器片を含む。他に縄文土器と磨製石器各 l点が出土した。

E区 (1,125≫f)

調査区南端で、現水路に平行する幅 2.2 m、深 1.2 mの溝を検出した。遺物

は極めて少ないが、最下層より奈良時代の須恵器杯が出土した。条里の坪界溝

と思われる。調査区は、現道路付近に遺構の稀薄な地区があり、南北に二分し

てとらえられる。南区は、条里溝の北 25 m程にほとんど遺構が見られず、北

区も現水路から北は、幅 1m・深 lm程の大溝他、幾筋かの溝が見られる他遺

構は稀薄である。南区では、南東隅に土砿をも梁間 3間南廂の掘立柱建物、竪
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穴住居 3棟が検出された。共に平安末と思われる。北区では、その中央付近に

古道と思われる平行する 2本の溝と、竪穴住居 10棟、性格不明の径 2.5 m・ 

深 1.2 mの土拡の他、土拡墓と思われる遺構 2基を検出した。竪穴住居には奈

良末• 平安初のものと、平安末• 鎌倉初の二時期がある。土砿墓は後者のもの

である。

遺物には須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、土師器皿・甕、ロクロ土師器、台付

皿、黒色土器A、青磁、白磁椀、山茶椀、瓦器、土錘、石硯、常滑、刀子など

がある。

F区 (20 0面）

掘立柱建物 2棟が検出された。 1棟は 3間X 2間、他は北廂で (3間） X 2 

間である。共に平安中期と考えられ、棟方向も共通する。調査区北東 1O m以

内の地点を古道が通ると推定されるが、棟方向は規制を受けていない。

灰釉椀、緑釉陶器、黒色土器、ロクロ土師器、土師器甕の他、須恵器、山茶

椀、製塩土器、土錘などが出土した。

G区 C4oom)

現水路は G区南端で直角に曲がり南流するが、 E区南端で検出した条里溝と

ほぽ同規模（幅 2.5 m ・深 13 m)の溝がG区内を東行する事がわかった。土

砂の堆積状況は E区と異なり、深さ 6o-7 ocm付近に山茶椀を多量に含む層

が見られる。建物跡は確認出来なかったが、土砿墓と考えられるものが 3墓あ

り、 1基は正立する白磁椀の中に山皿 2枚を納めたものと、伏せた山茶椀の中

に山皿 2と鋏を納めている。鎌倉初のものであろう。他の 1埜は、土師器皿 2

枚を納める。残りの 1基は、ヒ°ット内に頸部を欠いた灰釉長頸瓶を納めるもの

である。

遺物には、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、黒色土器A、ロクロ土師器、製塩

土器、山茶椀、土師器皿• 鍋、白磁椀、常滑などであるが、他にミニチュア土

器、須恵器的技法の移動カマド、フイゴ羽口、鉄滓などがあるが、この地区を

特徴づけるものは 14点余の緑釉陶器片である。また、条里溝確認トレンチか

ら出土した山茶椀の多さから、溝南に鎌倉期の居住域を想定出来よう。
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H区 (1,000而）

掘立柱建物 4棟と石組井戸、土砿墓と考えられる遺構 9甚を検出した。当初

予想された南北方向の条里溝は、現水路の他確認されなかった。掘立柱建物の

規模は、 5間X (3間）、 4間X (3間）、 6間X (4間）、 3間X 2間（南

北棟）と様々であるが、 1棟を除いていずれも南東隅に浅い土坑を伴うもので

ある。また前者は重複しており、時期差がそれほどないところから、建て替え

と思われる。南北棟も同ー場所で建て替えた可能性がある。土拡墓と考えられ

るものは、 50面ほどのせまい範囲に集中しており、長軸方向から 2群に分け

られる。建物はいずれも平安末頃と考えられるが、土拡墓群と 6間X (4間）

の建物がほぽ全面重複している。土拡墓は 12世紀中頃が中心時期であるが、

1 3世紀中頃と考えられるものもあり、その先後関係あるいは時期的接近が問

題となる。また調査区南辺を中心に瓦がまとまって出士しており、小規模な堂

的建築物の存在を想定してよいかも知れない。瓦集中域内の浅いヒ°ットから、

土師器小皿 16枚以上、中皿 l枚、ロクロ土師器皿 2枚、鍋が一括出した。小

皿には完形品も多く含まれ、重ねられており、明らかに人為的な埋納と考えら

れる。

遺構検出面が深く、遺物のほとんどは包含層出土で処理せざるを得なかった

が、山茶椀、瓦を中心に多量に出土した。その他に緑釉陶器、ロクロ土師器、

台付皿、土師器椀• 鍋、常滑などがあり、砥石、土錘、鋤先と思われる鉄製品

も出土した。目立つものは山茶椀質の鉢であり、瓦器も東端付近を中心に他地

区よりも多い。黒色土器はない。山茶椀の中には墨書されたものがある。

I区 (1,100が）

全体的に遺構は稀薄で、 E区から古道が通っていたと推定される地点までは

後世の耕作溝を除いてほとんど遺構はない。古道通過地点では時期不明の大溝

と、一部調査出来なかった場所があり、古道側溝を確認するには至らなかった。

大溝と C区との中間付近では、奈良時代後期と思われる竪穴住居を検出した。

出土遺物には製塩土器が目立つ。調査区西端付近で、南東隅に土砿をもつ掘立

柱建物 2棟を検出した。 1棟は 4間X 3間（鎌倉初）、他の 1棟は規模は不詳
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であるが、前者と時期も接近し（平安末）、遺構も一部重複するところから、

建て替えと思われる。建物の東方 1Om付近に南北溝があり、山茶椀を多く含

む。以東C区に至るまでの地域では遺物が極めて少ないため、居住域との区画溝

であったと思われる。

遺物は山茶椀、土師器皿・鍋の他、須恵器、灰釉陶器、製塩土器、ロクロ土

師器、黒色土器A、緑釉陶器、瓦器、白磁皿・椀などが出土している。

J区 (39 0が）

遺構遺物共に南端付近に集中し、古道は約 25 m北を通過する。主な遺構に

は完形の山茶椀、一個体分以上の鍋、皿を納めた土拡があり、平安末頃の墓と

考えられる。その南に不整形ではあるが、比較的多くの土器を出土した土砿が

あり、竪穴住居の可能性もある。古道付近には、それ以前の耕作溝が見られる。

調査区北方に幅 40 mに及ぶ大きな落ち込みが見られる。

松山古墳 (29 0が）

萩野集落の北を東西に伸びる丘陵の先端に位謹する。現状は南北 I7 m、東

西 1Om程のいびつな楕円形で、墳丘の高さは約 3.2 mである。ただし低い方

の水田面からは約 5mある。東西南の 3方向と、北側は事業計画の水路に合わ

せてトレンチ調査を行なったが、明確な周溝は検出されなかった。

遺物は須恵器、灰釉陶器の他、北側のトレンチからはまとまった土師器鍋が

出土した。北及び西トレンチで検出された溝等の状況から、鎌倉初頃にかなり

削平を受けていると考えられる。なお表採遺物として、須恵器の他に山茶椀が

目立った。少量ながら、常滑甕・捏鉢があり、弥生時代と考えられる石剣も 1

点採集した。

椋本甫方遺鎗※（安芸郡芸濃町大字椋本、北神山）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（久志本鉄也、服部久士、稲垣良二、丹羽徹他）

調査期間 昭和 62年 11月 16日～昭和 63年 2月2日

調査面積 5, 2 0 0面
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概 要椋本南方遺跡は、安濃川の左岸、標高 54 m前後の河岸段丘低位面に

位謹する。調査は A,....,,I区に分けて実施した。 A,....,,E区は県道亀山・白山線の

東側で今回新たに椋本南方遺跡に含めた部分である。 F,....,,I区は県道の西側で

周知の遺跡範囲の部分にあたる。主な遺構は奈良～平安時代前期の竪穴住居が

1 2棟、平安時代前期の掘立柱建物 l棟、鎌倉時代の石組井戸、掘立柱建物 5

棟（うち 3棟は南東隅に土砿をもつ）、溝、土砿などが検出された。出土遺物

は縄文時代後期の土器片の他、奈良• 平安時代の須恵器（甑・壷・杯・蓋）、

土師器（長甕・甕．杯）、黒色土器、ロクロ土師器、製塩土器、灰釉陶器と鎌

倉時代前期を中心とした山茶椀、山皿、土師器鍋• 皿、瓦器、青磁• 白磁など

がある。また、底部に「上」と墨書のみられる山茶椀が 7点出土している。奈

良• 平安時代の遺構・遺物が限定された区域で見つかっているのに対し、鎌倉

時代になるとほぽ全域に遺跡が広がっている。

A区 (250rrl)鎌倉時代前期の遺構・遺物が中心。石組井戸、溝 2条、土

拡などを検出。溝は巾12m、深さ 80 cm前後で調査区の外で直交するものと思

われる。土砿はスミ混りの埋土で径 1m余のだ円形、墨書の山茶椀が出土して

いる。

B区 (280rrt)鎌倉時代の土拡を 5基検出。焼土、炭片を含み、山茶椀、

土師器鍋、刀子などが出土。土拡墓の可能性がある。時期不明の耕作溝も多数

検出。

C区 (57 0が）土拡と溝が西端でわずかに検出されたのみで遺構は希薄。

D区 (460rrt)排水路部分の立会調査で、後世のかく乱を受けている。

E区 (1,50 Orrt)長さ 3O Omの基幹道路部分、中央付近のやや微高地に

なっている約 50 0面で、奈良～平安時代の竪穴住居 5棟（一辺 3.0-3.6m

規模）と平安時代前期の 4間X2間の掘立柱建物 1棟、鎌倉時代の土砿などを

検出。

F・G・H・I区 (43 0面、 35 0面、 95 0 rrt、 410TTl)F・G・I

区が排水路、 H区は面的に削平をうける部分で調査区は連続している。竪穴住

居は奈良～平安時代のものが 7棟 (1辺 3.2-4.2m)検出され、いずれも東
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壁ないし北壁付近に焼土をもつ。 F区の奈良時代の竪穴住居はカマドの残りも

比較的良く須恵器甑や土師器甕などが出土している。掘立柱建物は鎌倉時代前

期のものが 6棟検出され、 G区中央付近のものは、 3間X 2間の東西棟で南側

に廂をもつ。 F区東端と H区西端の 3棟は規模は不明であるが、南東隅に土坑

を伴うものである。鎌倉時代の溝は 6条検出され、 H区の溝は巾 1.5 m、深さ

0. 8 mで多量の山茶椀が出土した。 F区の土砿から白磁皿と墨書のある山茶椀

が重なって出土している他、 H区の土拡から土師器皿などが完形に近い状態で

出土し、中世墓の可能性もある。

東出前遺跡（安芸郡美里村大字三郷字東出前）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（服部久士）

調査 期間昭和 62年 10月 15日,...,,1 9日

調査面積 200rlf 

概 要 東出前遺跡は、長野川左岸の標高 91 m前後の河岸段丘上に位置し、

中ノ垣内遺跡の上流 50 Omの地点にあたる。排水路部分の工事立会による調

査を行なった。

調査の結果、溝、土拡、ヒ°ットなどの遺構を検出したが、全体に希薄であり、

時期は不明である。出土遺物は、平安時代前半の土師器杯、鎌倉時代の山茶椀

山皿、土師器皿、 15世紀前半の設楽焼の播鉢などがあるが、点数は少ない。

中ノ垣内遺跡※（安芸郡美里村大字足坂字中ノ垣内）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（服部久士）

調査期間昭和 62年 10月9日,..,_,1 9日

調査面積 4 0 0面

概 要中ノ垣内遺跡は、長野川左岸の標高 83 m前後の河岸段丘上に位置し、

足坂集落の南側にあたる。
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調査は排水路部分で遺跡の東縁部にあたり、谷地形に接することもあり、遺

構は極めて乏しく、溝 3条とヒ°ットが検出されたのみである。出土遺物は播鉢

瓦器•土師器・陶器の小片が少量出土している。遺跡の時期としては鎌倉～室

町時代と考えられる。

牧遺跡（久居市牧町字西馬場山）

事業名民間宅地開発

調査主体 久居市教育委員会（辻富美雄）

調査期間昭和 62年 4月 13 日 ~s 月 1 0日

調査面積 2, 9 0 0が

概 要 雲出川北岸に形成された川岸段丘上に営なまれた遺跡である。段丘縁

辺部には 6世紀代の古墳群が構築されており、今回調査で検出された奈良時代

の遺跡の前段階となっている。

調査の結果、江戸時代と奈良時代の遺構が検出された。

江戸時代の遺構 幅 60 cm、深さ 30 cmの溝が、 1.5 m間隔で並行して検出

された。この地は旧伊賀街道が通過していた位置にあたり、溝は旧道跡の側溝

と考えられる。

奈良時代の遺構 幅 80 cm、深さ 80 cmの南北溝を中心に掘立柱建物 4棟、

竪穴住居 1、方形土拡 1、円形士砿 1が検出された。南北溝の東区には、桁行

3間、梁行 2間の掘立柱建物が 6mの間隔をもって直交する形式で建てられ、

溝との間に空間を設けている。また隣接する方形土拡は竪穴住居と考えられ、

掘立柱建物と階層的、あるいは用途的に異なりを見せている。方形土拡に続く

円形土砿からは、須恵器杯 2、土師器皿が 1列にならべて設置されており、須

恵器底部には「牛」「廣」の墨書がそれぞれに書かれていた。これらの年代は

8世紀前半である。

下川原遺跡（久居市一色町字下河原）

事業名 県営圃場整備事業
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調査主体 三重県教育委員会（久居市教委辻富美雄）

調査期間昭和 62年 10月26日-28日

調査面積 7 5 0面

概 要榊原川北岸の段丘上に広がる遺跡で、地元では（現）中村垣内の元屋

敷と伝承されている。調査は遺跡全体に対し 35ケ所のトレンチを設けた。そ

の結果、密度は希薄ながらも、 15 ,.._, 1 6世紀の集落遺構の存在が確認された。

事業者と協議の結果、排水路部分約 75 0面について発掘調査を実施した。

調査の結果、川原石積井戸 l、建物にともなう側溝が確認された。これらは

出土した山茶椀等から 15世紀後半の集落遺構の 1部であると考えられる。

黒田前遺跡（久居市森町字黒田前）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体三重県教育委員会（久居市教委辻富美雄）

調査期間 昭和 62年 11月 18日-1 2月 20日

調査面積 500T1f 

概 要 長野川の北岸に営なまれた遺跡で、縄文～中世にかけての土器片が地表

に多量散布している。圃場整備に先立ち第 1次調査を実施し、 6世紀中葉の須

恵器がまとまって発見された。協議の結果、設計変更等で、遺跡を保存し、排

水路部分約 50 0がについて第 2次調査を実施した。

調査の結果、川原石積井戸 l、建物柱穴と思われるヒ°ット群が検出されたが、

細かい性格は不明である。

出土した山茶椀等から 15世紀後半の年代を示している。

戸木遺跡（久居市戸木町字久保屋敷）

事業名 近畿自動車道（久居～勢和間）建設事業

調査主体 三重県教育委員会（田中喜久雄、山下雅春）

調査期間 昭和 62年 9月 28日～昭和 63年 3月 19日

調査面積 9, 8 0 0面
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概 要戸木遺跡は旧市街西のはずれ、標高 21 m余りの南面する台地端にあ

り、沖積地との比高差は 12 m程である。東は久居藩外堀に接し、数百m西に

は戸木城跡がある。本遺跡は周知の遺跡ではないが、南縁に高さ 2m程の土塁

が続いており、以前から注意をひいていた。分布調査の結果若干の須恵器、中

世土器が採取され発掘調査の実施となった。

A・B・Cの 3区において調査をしたが、 B・C区では鎌倉期の溝が南北に

一条検出されたにとどまる。 A区では井戸 15基、掘立柱建物数棟、十数余の

溝、土砿が検出された。井戸は全て素掘りで深さ 5-Bm、室町末～近世陶磁

器が出土している。他に漆椀・下駄、獣骨を出土した井戸もある。建物は 4間

X2間の総柱が多く、建て替えも認められる。部分的に柱根が残存する。

出土遺物はテン箱にして 10 0箱ほどで、山茶椀、山皿、甕、鉢、土師器皿、

鍋、陶磁器の皿など、平安末～江戸時代にわたる。

おおまかには、鎌倉～室町初めの溝と室町末～近世の建物• 井戸に分けられ

るが、 4間X2間の主屋に 2間 X2間の小屋が付属すると思われる箇所もあり

主屋と付属小屋、井戸等との関係について細かく検討してゆきたい。

中切遺跡（一志郡白山町八対野字中切）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（服部久士）

調査 期間昭和 62年 9月30日

調査面積 2 5 0 rrt 

概 要 中切遺跡は、雲出川支流の垣内川と山田野川にはさまれた谷底平野に

位買し、ゆるやかに南側へ煩斜した地形となっている。

試掘時には、ヒ°ットや土師器片・ 陶器片が確認され、東西 8Om、南北 60 

mの鎌倉～室町時代の遺跡であるが、調査は西縁部に近い排水路部分 25 0面

について工事立会により実施した。出土遺物は土師器・陶器片が少量であり、

遺構は検出されなかった。
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高寺遺跡(-志郡一志町高野）

事業名 県道一志・出家線道路改良事業

調査主体 三重県教育委員会（倉田直純、森川常厚）

調査期間 昭和 62年 11月 17日,_,1 2月 1日

調査面積 2 7 5面

概 要雲出川南岸の沖積平野に面した低位段丘の北端部に位饂する。標高は

1 7 m程で、沖積平野との比高は約 4mである。高寺廃寺は、当遺跡上にあり、

奈良時代には、薬師寺（浄泉寺）という七堂伽藍があったと伝えられている。

調査区は、北区と南区に別かれ、北区では、飛鳥～奈良時代の重複する土拡

群を検出し、南区では、平安末～鎌倉時代の同芯円状にまわる 2状の大溝、多

数の不整形な土砿や溝を検出した。出土遺物は、暗文の施された土師器杯、須

恵器、山茶椀、山皿、石鍋、青磁椀等である。しかし今回の調査では、高寺廃

寺と直接関係する遺構、遺物は、検出できなかった。

鳥居本遺跡(-志郡一志町小山字鳥居ノ本）

事業名 近畿自動車道（久居～勢和間）建設事業

調査主体 三重県教育委員会（宮田勝功）

調査期間 昭和 62年 9月 24日～昭和 63年 3月4日

調査面積 6, 3 0 0面＋中電鉄塔移設用地 10 0而

概 要雲出川右岸の中位段丘面に位置し、標高は約 14 mである。現況は畑

地と水田である。近畿自動車道の計画路線内約 l40mX50mにわたり調査

を実施した。その結果、弥生時代から中世にいたる各時代の遺構を検出した。

弥生時代の主な遺構としては、方形周溝墓、土砿、竪穴住居があり、土拡を

弥生時代の墓制で一般的である土拡墓と考えると、調査区北東の方形周溝墓群

と南西に集まる土砿墓群に対比される。古墳時代以降では、飛鳥時代から奈良

• 平安時代の竪穴住居、掘立柱建物、井戸などを検出した。

出土遺物は、テンバコの約半数が弥生時代の方形周溝墓や土拡より検出した

弥生時代中期の土器である。弥生土器の大半は、櫛描き文を多用した畿内的要
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素が強い土器であるが、伊勢湾東岸の要素をもつ土器も検出した。また土拡か

らの遺物は一括資料として今後の課題である。

本線部分に東接する中電鉄塔用地では、本線部分と同じ弥生時代中期の土拡

と平安時代前半の井戸、中世の掘立柱建物を検出した。

西野 27号墳（一志郡嬉野町天花寺）

事業名 片野住宅団地・天花寺工業団地造成事業

調査主体 一志町・嬉野町遺跡調査会（松村隆弘• 高見宣雄）

調査期間昭和 62年 5月 11日,,.._,6月7日

調査面積 6501!! 

概 要 西 野 27号墳は、前年度に天冠や馬具等を出土した西野 5号墳の位置

する丘陵北端の尾根先端部に立置する。標高は 25 mで、北方に開ける沖積平

野との比高差は約 7mある。古墳は径 22 mの円墳で、南側は丘陵から延びる

尾根の先端を切断して周溝を巡らせている。周溝は明確な部分で幅 3.5 m、深

さ0.6 mほどある。主体部は、ほぽ南北を向いた 2.9mXl.6mの木棺痕跡で、

中央部分に盗掘砿があり遺物はほとんどなかったが、棺底面より勾玉（瑞瑶製）

と鉄製刀子が出土した。また周溝内より、土師器高杯 2、複合口縁壷、壷等が

出土している。これらより、 27号墳は 5世紀中頃～後半に築造されたものと

考えられる。

一方、これらより時期は下るが灰釉小瓶や、土師器長甕を合わせ口にした甕

棺も、周辺で確認されている。

清水谷古墳(-志郡嬉野町天花寺）

事業名 天花寺工業団地造成事業

調査主体 一志町・嬉野町遺跡調査会（伊勢野久好•松村隆弘）

調査期間 昭和 62年 4月 16日-7月 13日

調査面積 2, 5 0 0が

概 要 清水谷古墳は、天花寺丘陵の中の天花寺池北西に位置する。周囲には、
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かつて多くの古墳が築かれていたが、開懇により消滅したと地元で伝えられる

場所である。清水谷古墳もその影響か、調査前には東側 1/3が削られていた。

古墳の規模は墳丘裾で一辺 19 m、高さ 2.4 mの方墳で、非常になだらかな掘

り方のため不明確となっている周溝が巡っている。主体部は、墳丘精査を続け

たが確認されなかった。

一方、墳丘裾に 3ケ所焼土土砿が検出されたが、その時期については不明で

ある。

馬ノ瀬遺跡(-志郡嬉野町天花寺）

事業名 天花寺工業団地造成事業

調査主体 一志町・嬉野町遺跡調査会（伊勢野久好•松村隆弘）

調査期間昭和 62年 7月 13日,.._,1 0月21日

調査面積 2, 9 0 0面

概 要 馬ノ顛遺跡は、天花寺丘陵の中の片野池の南東に位置する。団地造成

に係り削平予定の 2,900'1ffについて調査を実施した。その結果、主な遺構と

しては縄文時代早期の「陥し穴状遺構」 6、弥生時代中期の竪穴住居 2、古墳

6甚が確認された。このうち陥し穴状遺構は、県下で初例である。これは径15

mの円ないし楕円形を呈するもので、深さ 13m-16mの掘方となる。底面

に径 10 cmで先細りとなる小穴が 1ないし 2孔あけられたものが 3基ある。

出土遺物には、ネガティブな押型文・条痕文の他、弥生中期後半の壷、甕や

石包丁、鹿角装刀子、須恵器等がある。

西出山 1・2号墳(-志郡一志町八太字西出山）

事業名 一志町水道施設整備事業

調査主体 一志町教育委員会（伊勢野久好）

調査 期間昭和 62年 5月6日-6月2日

調査面積 6 0 0が

概 要 八太の丘陵地のうち、最も北にあり波瀬川が丘陵麓を流れ、沖積平野
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を眺める丘陵頂部に点在する 13基からなる古墳群である。水道タンク施設に

係る 1・2号墳が調査対象となった。このうち 1号墳は、戦国期の八太城のす

ぐ西隣りに位置する古墳で、径 14 m、高さ 2.2 mのP3墳である。調査前より

中央部が最大で幅 3mにわたり溝状にくぽんでいた。調査の結果、やはりこの

＜ぽみは、後世の盗掘砿であり、主体部の痕跡すら認められなかった。

2号墳は、径 13. 2m-1 5.8m、高さ 2.4 mの円墳で、主体部は木棺直葬

の土砿 3基が検出された。このうち第 3主体は、棺底に朱が付着し大刀 1、ガ

ラス製小玉 20個が出土した。

焼野遺跡(-志郡嬉野町島田字焼野）

事業名 近畿自動車道（久居～勢和間）建設事業

調査主体 三重県教育委員会（宮田勝功•新田洋）

調査期間昭和 62年 5月 11日-8月 24日

調査面積 3, 2 0 0而

慨 要一志町小山から嬉野町鳥田にかけては、雲出川と中村川によって形成

された丘陵地帯が続く。遺跡は丘陵から張り出す標高 19 m前後の低台地に位

猶する。現況は山林である。主な遺構には縄文時代の土拡 1基、古墳時代後期

の竪穴住居 1棟、飛鳥時代から奈良時代の竪穴住居 9棟のほか、奈良時代の掘

立柱建物 4棟、平安時代の溝 l条がある。これらの遺構は、黄褐砂レキ土の上

面及び黒褐土の上面で検出した。古墳時代以降の遺構埋土は暗褐土であった。

主な遺物には、土師器、須恵器、灰釉陶器のほか、縄文時代後期初頭の中津

式の出士量も多い。また白鳳時代の屋瓦も多く出土し、遺跡周辺に古代寺院址

が多く分布していることと関連する。

天保古墳群遺跡(-志郡嬉野町島田）

事業名 近畿自動車（久居・勢和間）建設事業

調査主体 三重県教育委員会（田村陽一•野田修久）

調査期間昭和 62年 8月 24日～昭和 63年 3月
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調査面積 2, 3 0 0面

概 要 当古墳群は、中村川左岸の段丘南辺に点々と築かれた古墳で構成され

ている。今回、そのうちの高速道路建設予定地内を調査した。

すでに石室石材の一部が露出していた 1号墳のほかに、表土を剥いだ段階に

おいて 4基の石室が検出された。

1号墳の石室は、伊勢地方の調査墳の中では大きな石材を使用し、大規模な

ものである。遺物は盗掘のため少数であったが、鉄地金銅張の馬具（杏葉）を

はじめ、銀環等の金属製品が出土した。土器も須恵器が 3 点（蓋• 高杯・短頸

壷）出土し、高杯は 6世紀第 2四半世紀のものと思われる。

なお、現在までの調査の概要は、下表のとおりである。

i 
石 室 規 模 佃

玄 室 羨 道 出土遺物
全長

長 幅 現存高 長 幅 高

• 須壷恵）器（蓋•高杯・短頸

・馬具（杏葉・雲珠等具 ） 

1号墳 6.8 3. 7 2.2 2.2 3. 1 1.2 1.6 • 耳空鉄環球鏃((32) ) • 鞘口金
・． ・ガラス小玉

3号墳
2. 7 ・須恵器(2)（杯身・平瓶）

（幅0'.7) • 耳環

18 し――――一5号墳
（幅05) ヒ—--

i - - • 耳環

--し―――-

6号墳 6. 7 3.2 14 17 3.5 0.8 ・須恵器器（椀杯身） ・蓋）
• 土師 （ 

7号墳
5.3 

（幅08) な し

天保遺跡（一志郡嬉野町島田字焼野・天保• 上野垣内）

事業名 近畿自動車道関• 伊勢線（久居～勢和間）建設事業

調査主体 三重県教育委員会（増田安生• 田村陽一•野田修久）

調査期間 昭和 62年 5月7日～昭和 63年 3月20日
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調 査面積約 23,000而

概 要一志郡嬉野町島田の集落東方は標高約 28 m前後の平坦地が開け、畑

地や植林地となっている。中村川左岸の河岸段丘面にあたり、場所によって濃

淡はあるものの、ほぽ全面に土器片等が散布している。今回はこの段丘上を南

北に貫く高速道路用地内を全面調査した。基本的には段丘礫層の上部に層高約

1 mの黄褐色粘質土が堆積し、その上部に黒色土（黒ボク）が堆積しているが

一部には黄褐色土の上に褐色土が入るところがみられた。

調査の結果、縄文時代晩期末葉の合口甕棺墓 l基、古墳が削平されたと考え

られる土拡墓 l基、古墳時代後期から飛鳥、奈良、平安時代にわたる竪穴住居

3 2棟、掘立柱建物 4棟、溝などのほか、中世末期と思われる遺構を検出しt.=o

出士遺物としては、チャート製のナイフ形石器 1点、有舌尖頭器 2点、縄文

時代晩期末葉の甕ほか土器片多数、石器類が出土したほか、古墳時代後期から

平安時代までの士師器、黒色土器、須恵器等が出土した。

尚、推定計画古道とされている町道島田一志線の道路敷内も調査を実施した。

明確な道路遺構は検出されなかったが、現道と平行して南側を東西走する幅約

2m、深さ約 0.9 mの大溝が検出されたことは注目に値しよう。

堀之内遺跡(-志郡嬉野町堀之内・薬王寺）

事業名 近畿自動車道 関• 伊勢線（久居～勢和間）建設事業

調査主体 三重県教育委員会（増田安生• 河北秀実・木許守）

調査期間 昭和 62年 5月 19日～昭和 63年 3月 19日

調査面積 1 0, 9 0 0が

概 要 堀之内遺跡は、中村川右岸に形成された沖積平野の微高地に立地して

いる。発掘調査は、 A-D地区に分けておこなった。

A地区では、発掘区の南半部で、古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居、

平安時代の掘立柱建物等が、検出された。土器も多量に出土しており、古代の

集落址であることが判明した。

B地区では、発掘区の北部で、古墳時代から平安時代にかけての溝が 11条
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検出された。出土遺物には、墨書土器、緑釉陶器、円面硯などがある。

C地区は、行政上薬王寺字源氏に所在する。平安時代後半～末期の集落で、

堀立柱建物、井戸 2、土砿等が発見された。また下層では縄文時代晩期前半の

包含層、縄文時代後期の包含層が確認され、晩期の面の約半分を対象に 2次調

査 (2月4日-3月19日）を実施した。（後期の面は、 63年度発掘予定。）

遺物は、縄文～江戸時代のものをコンテナ箱 16 0箱程度出土している。

D地区は C地区に南接する。古墳時代前期の遺構を中心とし、自然流水路 4

溝、土砿が検出され、注目されるものに、ヤナ状構造物がある。大部分は調査

区外にあるが、この遺構に伴って古式土師器が出土した。

中尾遺跡(-志郡嬉野町薬王寺字柿木垣内）

事業名 近畿自動車道関• 伊勢線（久居～勢和間）建設事業

調査主体 三重県教育委員会（河北秀実）

調査期間 昭和 62年 5月6日,_6月5日

調査面積 6 0 0が

概 要 中尾遺跡は、嬉野町薬王寺字中尾の集落の東方約 2O Omの丘陵先端

の台地上に立地する。東西約 5O Om、南北約 200--300mの台地全体が

遺跡で、標高は約 26-28m、現況は畑地である。遺跡範囲は広大であるが、

発掘区は西辺のわずか 60 0がの地区である。

遺構は、掘立柱建物 3棟、ピット等を検出した。掘立柱建物は、 3間以上x

2間以上 1棟、 2間X 2間の総柱建物 2棟である。柱掘形は一辺 40-8 OC111 

の長方形を基本としており、柱痕跡は検出されたもので径 18-3 OC111である。

時期は奈良時代と考えられる。

遺物は整理箱に約 5箱出土したが、時代は縄文時代、古墳時代、奈良時代、

鎌倉時代である。縄文土器は中期の勝坂式併行期と考えられる破片が、数点包

含層から出土している。古墳時代の遺物は、こく少量ではあるが須恵器の杯が

出土している。奈良時代の遺物には土師器（椀、杯、皿、甕）、須恵器（杯、

蓋）等がある。この時期のものは、出土遺物の 90¾ 以上を占めており、発掘
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区内での中心となる時代と考えられる。鎌倉時代の遺物は少量ではあるが、土

師器、山茶椀等が出土している。

女牛谷古墳群遺跡（松阪市小野町・嬉野町薬王寺）

事業名 近畿自動車適（久居～勢和間）建設事業

調査主体 三重県教育委員会（野田修久• 木許守）

調査期間昭和 62年 5月 7日-..,7月 11日

調査面積 3, 1 4 0而

概 要 当古墳群は、「白米城」として知られる阿坂城の北東方向で、松阪市

と嬉野町の境界線が引かれる東西に延びる丘陵上に所在する。

昨年度、第 1 次•第 2 次調査を行い 3 基の古墳 (4·5·6 号墳）の存在が

確認されたが、今年度はそれらの主体部等の検出と 4号墳の形状の確認を目的

として調査した。残念ながら、 5号. 6号墳については墳丘の流出のため主体

部は検出されなかったが、 4号墳に関しては、古式士師器出土地点で墓砿の痕

跡が認められた。 4号墳の形状については、結局確定はできなかったが、自然

地形を利用した台形状のものであった可能性もある。

さて、今回の調査では新たに 2埜の古墳 (7・8号）が確認された。両墳と

も、 4号墳の墳丘と思われる部分の調査中に検出され、出土した須恵器杯身よ

り6世紀後半から 7世紀にかけてのものと思われる。 7号墳からは、耳環も出

土し、その下層からはいわゆる欠山式の土師器が出士した。

なお、 4号墳と 5号墳の間に、尾根を分断するようにV字状に掘られた堀切

状の遺構が検出され、その底部から S字状口縁の甕が出土した。

ピハノ谷古墳群遺跡（嬉野町薬王寺）

事 業名 近畿自動車道（久居～勢和間）建設事業

調査主体 三重県教育委員会（野田修久• 木許守）

調査期間昭和 62年 5月 19日,_8月12日

調査面積 12,000'nf 
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概 要女牛谷古墳群をのせる東西に延びる丘陵から、中村川の方向（北方）

に向かって突き出るいくつかの支脈のうち、嬉野町中尾の集落の東にある二本

の尾根にビハノ谷古墳群が所在する。その二本のうち、東側の尾根上の一群を

戸峡支群、谷を隔てて西方の尾根上の古墳群をビハノ谷支群とした。

戸峡支群では 4基の古墳 (1,.,_, 4号）が確認された。いずれも、土砂の流出

により、墳丘ははっきりせず、主体部も 3号墳を除いては検出されなかった。

出士遺物も少なく、 1 号墳からは古式土師器の壷．甕• 高杯片が数個体分、 3

号の主体部から壷•高杯片が 3 個体分出土したほかは尾根斜面に流出した須恵

器片が表土掘削の時に採集されたにすぎない。なお、 3号墳は、尾根幅が 2m

ほどの部分にあり、墳丘を持たない木棺墓とも考えられる。

ビハノ谷支群では、 1基の後期占墳 (1号墳）と、方形状遺構 (SX 1)、

楕円形状遺構 (SX 2)、斜面をL字状に削った遺構 (SX 3)が検出された。

1号墳は墳丘の大部分が流出しており主体部も検出されなかったが、東側に周

溝が検出され径 12 mほどの円墳であったと思われる。 sx1,.,_,3からは、 S

字状口縁甕などの古式土師器が出土し、当時の土拡墓かとも思われる。

近畿自動車道（久居～勢和間）第一次（試掘）調査遺跡一覧

遺跡名 所在地 調査面積 調査期間 調査の概要

砂第質1層表士、 層層第砂で1礫、層包黄層褐
240面 S. 62. 9. 20 色 土、第本1 と

小戸木遺跡 久居市小戸木町 (4X4迅[≫,)ッド） -S.62. 9.24 い等うのが基 的ず 、 含
層 もみられ、氾濫原で
あったことが判明した。

明確らな遺物包含層物、、遺小平構安片
庄村遺跡 一志町庄村

3 0 4m2 s. 62. 9. 14 はみ れなかったが
(4X4四か）ッド） -s. 62. 9. 18 末～中土世にかける遺

は出した。

焼野古墳 嬉野町島田
2.0 1 Om2 s. 62. 7. 3 0 

磁物古墳含択品層、ま膏遺攀たま各構り、はト及記なレかびンチっそのた羹と。廊も遺2、（トレンチ） -S.62. 8.31 

伐開と腐埴土直剥ぎを行推定な

天華寺古墳群 嬉野町天花寺
3.5 0 Om2 s. 62. 11 9 い、 4基古の木棺存 葬と

（山林伐開） - S. 62. 11 31 される 墳の在が明らか
となった。
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下之庄東方遺跡(-志郡嬉野町中川水小野、四反畑下之庄字夜ノ堀）

事業 名 ー級河川中村川改修事業

調査主体 三重県教育委員会（吉水康夫・鈴木克彦・村木一弥）

調査期間 昭和 62年 4月 13日～昭和 63年 3月 19日

調査面積 8, 6 5 0が

概 要 下之庄東方遺跡は伊勢平野を流れる雲出川の支流、中村川右岸の標高

13-1 4mの河岸段丘上に位置する。中村川改修事業地内の 14,350が、

総延長約 6O Omについて、昭和 61年度の高畑地区 5,7 0 0吋につづき、そ

の南方上流にあたる小野、四反畑、夜ノ堀地区の調査を行った。

調査の結果、主な遺構として、弥生時代前期の溝（巾 3m、深さ 1.5 m)、

後期の溝（巾 1.O m、深さ 0.5 m)、弥生時代中期後半～後期後半の方形周溝

墓 (19基）、古墳時代後期の竪穴住居 (46棟）、溝（巾 4m、深さ 0.3 -

1. O m)、奈良～平安時代の掘立柱建物 (7棟）などが検出された。また、縄

文時代後期～鎌倉時代の遺物が出土した。中でも、縄文時代晩期（？）の石刀破片、

弥生時代後期の「鹿」の線刻画を施した壷形土器片、古墳時代の樽型腺、刀子

形の石製模造品、平玉、奈良～平安時代の銅製跨帯、円面硯、緑釉陶器などは

特筆される。

2か年の調査結果の詳細は、今後の出土遺物整理を待たなければならないが、

弥生時代の墓域が南北約 300m(32基）に及ぶこと、古墳時代後期の竪穴

住居（約 70棟）が多数のグループに分けられること、奈良～平安時代の掘立

柱建物 (23棟）にもいくつかのまとまりが見られることなどがいえよう。従

って弥生墓地の形成、古墳時代後期、奈良～平安時代の集落の構成の検討など

与えられた課題は多い。

車野 B遺鑢※(-志郡嬉野町森本字東野）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（稲垣良二• 服部芳人）

調査期間昭和 62年 4月 27日---9月 15日
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調査面積 5, 7 0 0面

概 要東野B遺跡は、中村川右岸の標高 35--37mの河岸段丘上に位置す

る。昨年度調査した東野遺跡の北側に、町道をはさんで隣接する地区で、現況

は水田である。縄文• 飛烏• 鎌倉• 室町時代の複合遺跡である。

縄文時代では、押型文土器（市松文•山形文・格子目文・ネガ楕円文・ポジ

楕円文）が数 10点と比較的多く出土したが、早期の遺構は士砿 1甚を検出し

たにとどまる。押型文土器を除くと、中～後期の土器が最も多く、遺構も竪穴

住居 3 棟•土砿 l 基を検出した。炉跡と考えられる石組遺構 1 埜も検出したが、

時期は不明である。他の遺物としては、前期や後期の土器が若干出土したほか、

石鏃•石斧• 石匙などがあげられる。

飛鳥時代では、竪穴住居 8 棟• 土砿 l基を検出したが、集落は調査区の東へ

拡がるものと思われる。竪穴住居は 1辺 4--5 mで、すべて北側にカマドをも

ち、比較的残りのよいものであった。遺物は、暗文を施す土師器杯をはじめ、

土師器甕・須恵器杯・蓋•長頸壷など資料が得られた。

鎌倉時代は、中世墓と思われる土拡 l 基を検出しただけで、山茶椀• 土師器

皿が重なるような状況で出士している。

室町時代では、掘立柱建物 3 棟• 土拡 l 基• 井戸 2基を検出した。掘立柱建

物はすべて総柱で、 3X 3間・ 3X 2間・ 2X 2間の規模をもつ。井戸は素掘

りと石組のものがあり、素掘り井戸から、瀬戸産灰釉平椀が出土した。他に、

士師器鍋•羽釜•皿などが出土している。

平生冑遺跡(-志郡嬉野町平生）

事業名 県道松阪・久居線道路改良工事

調査主体 三重県教育委員会（河瀬信幸• 福田昭）

調査期間昭和 62年 II月5日-I 2月 I9日

調査面積約 2,0 0 0が

概 要 当遺跡は、北に雲出川、東に中村川を望む約 9mの低位段丘面上に位

置しています。調査地域を A、 B、Cの 3区に分け、遺構は A区、 B区にあり
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C区は耕土下砂層であり旧河道の縁辺部と思われ、土師器・須恵器・山茶椀は

かなり磨滅しています。 A 区は、飛鳥• 奈良時代の遺構として竪穴住居 l棟・

掘立柱建物 4棟、土砿 1基、溝 3条が検出されました。 B区は、飛鳥時代の遺

構として竪穴住居 4棟、掘立柱建物 l棟、土砿 6基、溝 1条、鎌倉時代の溝 5

条が検出されました。 A区、 B区の掘立柱建物は、柱掘形が小さく、規模も大

きくはなく竪穴住居も混在しています。遺物は、土師器（多くは暗文入り）の

杯・椀•皿、須恵器の杯・杯蓋（宝珠つまみ、返りつき）が検出され完形に近

いものもありました。当遺跡の立地・規模を考えると平生遺跡（昭和 49年調

査）の一部、またはその縁辺部と思われます。

曲遺跡（松阪市曲町字昼場・狭間）

事 業名 県道合ケ野松阪線改良工事

調査主体 松阪市教育委員会（前川嘉宏）

調査期間 昭和 62年 5月 18日,..,,,1 1月 17日

調 査面積約 4,5 0 0面

概 要 今回の発掘調査は、昨年度の調査に引き続いて行われたものである。

昭和 59年度に県文化課が曲遺跡内を発掘調査した際、その調査地区を A地区

・B地区と呼称したことに従い、昨年度の調査地区名を C地区 ・D地区とし、

今年度の調査地区名を E地区 ・F地区 ・G地区と呼ぶことにした。

E地区の主な遺構は、奈良時代以降の竪穴住居 l棟、平安時代末以降の掘立

柱建物 2棟、鎌倉時代初頭の井戸 2基、溝 l条がある。鎌倉時代初頭の井戸に

は、径 1m以上の丸太を縦に 2分割して剖り抜いた井戸枠が使用されており、

井戸測から土師器皿• 鍋、山茶椀、曲物等が出土した。溝は、ほぱ南北に流れ

る幅約 3m、溝さ約 0.5 mのもので、南端部分から多量の土師器皿、山茶椀と

ともに、土師器鍋、瓦器椀、加工木等が一括出土した。

F地区、 G地区は、発掘区の過半が浅い自然流路となり攪乱されていたため、

主な遺構としては F地区では奈良時代の溝 l条、 G地区では平安時代末頃の掘

立柱建物が 1棟あるのみである。
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曲遺跡の A・B地区と比べて、今回の事業で調査したc-o地区は遺構密度

が薄いことから、 c-o地区は広大な曲遺跡の北端部にあたると思われる。

川原表古墳群（松阪市岡本町）

事 業名団地造成

調査主体 松阪市教育委員会社会教育課（西田尚史）

調査期間 昭和 62年 5月 2 1日～昭和 63年 3月 31日

調査面積 4, 0 0 0面

概 要坂内川中流左岸、松尾小学校背後から岡本町にかけ、川に並行するよ

うに南西から北東方向に丘陵が広がっている。丘陵には複雑に谷が入り込み、

尾根頂部や突端部には高地蔵古墳群をはじめ、多数の古墳がある。

本遺跡は、坂内川に面した比高差約 5Omの尾根上に位置しており、 10基

の占墳が位置している（内 4基は調査中に新しく発見）。調査は 10号墳（市

史では 6号墳）を除く 9埜を対称として行い、 3月末現在主体部の調査中であ

る。古墳の形状、規模、出土遺物は左記の表に示す通りである。時期としては、

4・5・9号墳が 6C前半代、 1・2号墳が 6C後半代、 6・7・8号墳は 7

・80の墳墓と考えている。主体部は木棺直葬と思われるが、 4・5・9号墳

は表土をはいだ時点で石組が検出され、埋葬施設の可能性がある。

古墳以外の遺構としては、弥生時代後期初頭の竪穴住居 3棟、これに伴う野

外炉らしき土砿が 1ケ所ある。さらに、周辺の試掘の結果、同時期の竪穴住居

が数棟増えるようである。これについては、次年度調査する予定である。
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名 称 墳（規模m)形

1 号 墳
円

1 3 X 1 4 

2 号 墳
円

1 3 X 1 4 

3 号 墳
円

9 X 8 

4 号 墳
円

9 X 8 

5 号 墳
円

8. 5 X 9 

6 号 墳
円

7 X 6 

7 号 墳
方

6. 5 X -

8 号 墳
円

10X9.5 

， 号 墳
方

6 X 5. 5 

IO 号 墳
円

(8 X 8) 

伊勢寺遺跡（松阪市伊勢寺町字北浦）

調査主体 三重県教育委員会（前川嘉宏）

調査期間昭和 62年 12月7日-22日

調査面積約 2,3 0 0面

出 土 遺 物

須土恵師器器（（杯高杯身）・杯蓋• 高杯）

須土師恵器器（（椀杯身） ・杯蓋）

須菅玉恵器（碧（玉杯身） ・杯蓋）

須恵器（杯身）

須恵器（杯蓋）

須恵器（長頸壷．杯• 高杯）

須恵器器（（高杯脚甕部）
土師 甑． ．把手付き鍋）

須恵器（杯身・杯蓋）

（発掘予定なし）

川原表古墳群一覧表

概 要伊勢寺遺跡は堀坂川の左岸の台地に所在する面積約 50万面の広大な

遺跡である。今回の調査は、西部中学校南側の水田地帯にかかる水路部分につ

いて幅 5mのトレンチ調査を行った。

トレンチは 2本で、北トレンチが長さ約 26 0 m、南トレンチが長さ約 180

mである。北トレンチでは遺構らしいものは検出されず、遺物も極めて少量で

あった。南トレンチでは中央部分で奈良時代の竪穴住居と堀立柱建物を 3棟ず

つ、東側部分で中世の柱穴群•溝等を検出した。遺物の出土量は全体で木製平

箱で 10箱程度である。
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伊勢寺遺跡※（松阪市深長町字前沖・菖蒲浦）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（河顛信幸•森川常厚）

調査期間 昭和 62年 6月22日""'10月 2日

調査面積 2,9001ft 

概 要松阪市西部堀坂山を水源とする堀坂川により形成された、標高約 29 

mの扇状地扇央部堀坂川左岸に位謹し、現況は水田である。調査は圃場整備に

伴ない削平される部分約 2,9 0 0面について行なった。その結果、奈良時代～

平安時代を中心とする遺構が検出され、遺物が出土した。

主な遺構は、奈良時代の竪穴住居 6棟、平安時代初期の竪穴住居 1棟、掘立

柱建物 7棟、柱列 1条、溝 6条、井戸 l基などがあり、さらに発掘区中央を東

西に流れる旧河道を検出した。発掘区北東隅で検出された井戸は、底部に木組

が残り、木組の中から多量の土師器甕と祭祀用木製品である斎串が 3点出土し

「萬」と墨書された土師器杯も出土している。

発掘区中央を東流する旧河道は、幅 10-12m、深さ 1-1.smの規模を

持つ。旧河道内の砂礫内からは、縄文時代中期の土器片をはじめ、奈良時代～

平安時代にかけての土師器、須恵器、灰釉陶器、瓦片などが多量に出土し、祭

祀用土製品として土馬が出土している。瓦は軒平・丸瓦ともに伊勢寺廃寺と同

ーのものが多く、流れ込みと考えられる。井戸からの斎串出土と、旧河道から

の土馬出土は、古代祭祀に関して下流の杉垣内遺跡との関連が注目される。

出口遺跡※（松阪市美濃田場）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（森川常厚• 東浩哉）

調査期間昭和 62年 5月 7日,.._,6月 10日

調査面積 1. 8 0 0面

概 要松阪市西部の山々から流れ出る堀坂川、岩内川等の中小河川が形成す

る扇状地の扇端部に位置し、標高は、約 23 mである。この扇状地は、県内で
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も屈指の遺跡密集地で、各時代にわたる遺跡が知られ、前沖遺跡等数多くの発

掘調査が行われた地域である。

調査の結果、奈良時代後期～平安時代前期の掘立柱建物 12棟、竪穴任居 2

棟、井戸 2基、大溝 1条、数基の土拡等を検出した。掘立柱建物は、 3間X 2 

間がほとんどで、奈良時代後期のものは柱間が狭く、倉庫と考えられる。平安

時代前期の井戸は、方形縦板組で四隅には角材を配している。遺物は、奈良時

代後期～平安時代前期のものがほとんど、須恵器の鉢、杯蓋、身、腺、灰釉陶

器の壷、土師器の杯、皿、甕、黒色土器の椀などがあり、木製品としては、井

戸枠内から塗りが施された曲物が出土した。奈良時代後期の大溝から出土した

土師器皿の底部外面には「口世」と読める墨書があり、同時期の土砿から出土

した土師器杯の多くには、底部内面に「＃」のヘラ書き記号が認められた。

閑浄寺遺跡（松阪市豊原町字閑浄寺他）

事業名 県道御麻生薗• 豊原線改良事業

調査主体 三重県教育委員会（福田昭• 野原宏司）

調査期間昭和 62年 5月7日-9月26日

調査面積 3,8001ft 

概 要 閑浄寺遺跡は、櫛田川下流左岸の沖積平野、現況水田地帯に所在する。

古代におけるこの地域は伊勢国飯野郡に属し、寛平 9年 (89 7)には度会・

多気郡と共に神三郡として古代伊勢神宮の直轄地として神戸がおかれたことが

知られる。調査の結果、弥生時代末から古墳時代初めにかけて、南から北へ蛇

行しながら流れる幅約 4m、深さ約 2mの大溝が 3条あり、延長 30 0 m以上

も確認した。当時の大規模な治水工事として櫛田川から水田への用水路が想定

される。大溝埋没後、古墳時代中期末 (5世紀末）頃になると、一辺約 4mの

竪穴住居が 10棟検出され、東辺にカマド跡をもつのが特徴的である。住居か

ら一括遺物として、土師器台付甕と須恵器杯が出土した。奈良時代末から平安

時代前半にかけて 2間 X 3間、 3間X3間程度の掘立柱建物 5棟、素掘り井戸

2基、小溝 10 条以上確認した。柱穴や溝からは土師器杯・甕• 鍋や須恵器杯
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．壷などがほぽ完形で出土した。また「下厨前」・「厨」・「仁田」などの墨

書土器は当地が荘園と何だかの関係をもっていたと考えられる遺重な資料とな

った。さらに現存長 1.3 m、幅 0.5 m、深さ 0.2 mの土拡から木質付着の釘も

検出され、木棺墓と思われる。その他、平安時代末の掘立柱建物 1棟 (2間X

2間）も確認された。

東垣外古墳群（多気郡明和町大字坂本字東垣外）

事業名 公共施設造成工事

調査主体 明和町（中野敦夫）

調査期間 昭和 62年 12月 15日～昭和 63年 1月 18日

調査面積 8 0 0吋

概 要 東垣外古墳群は、明和町役場北側の明和中学校周辺に昭和 20年頃ま

で 30基存在し、開懇のため消滅した古墳群である。調査は、 4mX4mの試

掘坑 47カ所と 1m幅のトレンチ 6本を設定した。その結果、古墳の周溝 3本、

周溝と思われる溝 4本を検出したが、住居址等の遺構は検出されなかった。
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斎宮跡※（明和町斎宮）

事業名 重要遺構確認調査

調査主体 三重県教育委員会（三重県斎宮跡調査事務所）

調査期間 昭和 62年 5月 6日～昭和 63年 2月25日

調査面積 6, 9 3 0而

概要

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 地番・地籍

7 1 6ABE 面 6 2. 5. 6- 明和町竹川字古里
1440 62. 6.29 5 0 1 他

7 2-1 6ABE 明和町竹川字古里
1700 500 他

72-2 6ABF 明和町竹川字古里
400 6 2. 7. 6- 523 他

72-3 6ABF 62. 9.30 明和町竹川字古里
200 

72-4 6ABF 明和町竹川字古里

73 6AFF-B 62. 9.11,_, 明和町斎宮字西加座
C. E. G 1500 62.1130 

7 4-1 6ABF 明和町竹川字古里
1 1 2 523 他

7 4-2 6ABF 明和町竹川字古里
128 6 2.10.29- 522 他

74-3 6ABE 明和町竹川字古里
6ABF 265 524 他

7 4-4 6ABE 62.12.25 明和町竹川字古里
240 5 4 8-1 他

74-5 6ABE 明和町竹川字古里
45 543 他

75 6AGF-C 62.12. 7- 明和町斎宮字西加座
900 63. 2.25 
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所有者 備考

明和町 計画的面調査

明和町 計画的面調査

明和町 計画的面調査

明和町

個 人 （塚山1号墳）

明和町

個 人 （塚山2号墳）

個 人 計画的面調査

明和町 計画的面調査

明和町 計画的面調査

明和町 計画的面調査

明和町 計画的面調査

明和町 計画的面調査

個 人 計画的面調査



斎宮跡※（明和町斎宮）

事業名史跡現状変更

調査主体 明和町教育委員会（三重県斎宮跡調査事務所）

調査期間 昭和 62年 4月13日～昭和 63年 3月30日

調査面積 2, 8 5 4が

概 要

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 地番・地籍

70-1 6ACC-X m 2 6 2. 4.1 3- 明和町斎宮字塚山
176 62. 4.24 

70-2 6AEE-W 62. 6.22- 明和町斎宮字楽殿
12 62. 6.24 

7 0-3 6ADR-I 62. 6.22- 明和町斎宮字木葉山
260 6 2. 7. 2 

70-4 6ACN-A. 6 2. 8. 3- 明和町斎宮字広頭
B. E. L 164 62. 8. 8 

70-5 6AEW-A 6 2.1 l 9-..., 明和町斎宮字鈴池
12 1 62.1117 

7 0-6 6ABL-S 62.1126- 明和町竹川字中垣内
1 2 62.1130 

70-7 6AEE-T 6 2.1 2. 7- 明和町斎宮字楽殿
264 63. 1.13 

70-8 6AEU 6 3. 118- 明和町斎宮字鈴牛葉池
230 6 3. 2. 3 

70-9 6AED-C. D 6 3. 2. 8- 明和町斎宮字柳御館原
17 63. 2. 9 

70- 6AFD 6 3. 2.1 o- 明和町斎宮字西前沖
10 188 6 3. 3. 2 

7 0- 6AGO-H 6 3. 2.2 2- 明和町斎宮字鍛冶山
1 1 36 63. 2.29 

70- 6ADD-F. G 6 3. 2.2 7 ....... 明和町斎宮字篠林
1 2 5 1 6 3. 3. 2 

7 0- 6AEC-N 6 3. 3. 9- 明和町斎宮字苅干
13 212 63. 3.25 

7 0- 6ABL-R 6 3. 3. 1 o- 明和町竹川字中垣内
14 48 63. 3.23 

70- 6AFD-A 6 3. 3.2 3- 明和町斎宮字西前沖
15 76 63. 3.30 

70- 6ACB-A 他 6 3. 11 9- 篠明和林町苅斎宮干字塚山・16 987 63. 3.31 . . 花ノ木
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所有者 備考

個 人 個人住宅新築

個 人 個人住宅新築

個 人 農業用倉庫新設

個 人 盛土

個 人 農業用倉庫新設

個 人 盛土

個 人 盛土

三重県 線県改道良田丸斎明

近鉄 保全柵新設

個 人 盛土

個 人 盛土

個 人 個人住宅新築
• 盛土

個 人 個人住宅新築

個 人 農業用倉庫新設

個 人 個人住宅新築

明和町 町道塚山線拡幅



発シ B遺跡（多気郡明和町大字有爾中 816-1)

事業名 町立小学校施設改築事業

調査主体 明和町（中野敦夫）

調査期間昭和 62年 7月21日-9月 16日

調査面積 6 4 51fi' 

概 要発シ B遺跡は、玉城丘陵北端の標高 20-30mの丘陵斜面に立地し

遺跡範囲は 4,3 0 0面に及ぶものである。昭和 57年度に 1,6 0 0が調査され

ており、今回それと接するところから南斜面を調査した。

検出した主な遺届は、古墳時代前期の竪穴住居 1棟、土拡 l、古墳時代後期

～奈良時代の竪穴住居 1棟、土砿 l、土師器焼成拡 7基がある。

土師器焼成砿7基は、いずれも床面が焼けており、その形状は隅丸二等辺三

角形のほかに 0.6 m-l m程度の小穴のものもある。中でも、長さ 3.9 m、最

大幅 2.2 m、深さ 0.6 9 mの最大級のものは、床面に粘土を張って二度修復し

ており、二度目の修復時には拡張をおこなっていることがわかった。

古墳時代後期の竪穴住居からは、須恵器、土師器、石製紡錘車などとともに

多量の粘土が出土しており、これらから土師器製作のエ房跡とも考えられ、古

墳後期から土器生産集団が当地に存在していた可能性を実証する貴重な資料を

得ることができた。

砂谷遺跡（度会郡玉城町坂本）

事業名 県道田丸斎明線特殊改良工事

調査主体 玉城町教育委員会（大西素行・中西正典・中世古憲司）

調査期間昭和 62年 7月27日"'I0月 I5日

調査面積 8801ft 

概 要遺跡は標高 31 mの丘陵端部に位置し、地目は竹林である。調査の結

果、大溝 l、土拡 1を検出した。大溝は丘陵頂部からやや下った緩斜面に掘ら

れ、幅 3.5 m、深さ 2.4 mを測る。溝埋土は大きく三層に分かれ、多量の土師

器皿・ 鍋• 羽釜等が廃棄されていた。下層出土土器は鎌倉時代に、上層出士士
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器は室町時代に位置付けられる。土砿は二等辺三角形を呈し、底辺は斜面上部

に位置する。底辺幅 1.5 m、長さ 3.4 m、深さ 0.5 mを測る。土拡埋土からは、

廃棄された室町時代の土師器鍋、施釉陶器、粘土等が出土した。睦面、床面の

焼土は明確に認められなかったが、現在県下で確認されている奈良時代の土器

焼成坑とほぽ同一形態、同一規模であり、これも土器焼成拡と思われる。少<

とも土師器焼成法が、室町時代まで同様であった可能性を確認し得たのは貴重

な成果である。

勝田遺跡（度会郡玉城町勝田）

事 業名 県道度会郡玉城線道路改良事業

調査主体 三重県教育委員会（倉田直純• 東浩也）

調査期間昭和 62年 9月 1日,.._,1 0月 14日

調査面積 5 0 0 nt 

概 要 当遺跡は、国束山系から北へ延びる低丘陵上の西辺部標高 28m前後

の所に立地する。現水田面からの比高ぱ約 5mを計る。調査は道路建設によっ

て削平される部分について行なったが、地形の制約や遺構の残存状況から小範

囲なものとなった。

検出した遺構は、溝 2条、竪穴住居 2棟である。竪穴住居はいずれも、弥生

時代後期後半（欠山期）に属し、規模は一辺 7m前後の大形のものと 4m前後

のものである。いずれも、壁柱穴• 排水溝を有し該期の住居の構造を窺い得る

ものとなった。

出土遺物は、整理箱 7箱程度で細片が多いが、ほとんどが欠山期～元屋敷期

に属するものと思われ、瓢形壷・ 小形鉢 ·S 字状口縁台付甕• 高杯等がある。

中に一点のみであるが、叩き甕も見られる。また、付近に存在した古墳の破壊

に伴なうものか、 1期に属する須恵器も包含層から出土した。

結果的に遺構・遺物が希簿であった原因として、今回の調査区が遺跡の西端

に当たった為と思われ、中心部分は東側未掘部分に存在すると思われる。
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石神遺跡△（多気郡勢和村色太字石神）

事業名 大河内林業・製材所造成工事

凋査主体 勢和村教育委員会（奥義次）

調査期間 昭和 62年 12月 10日-1 2日

調査面積 6 2 tr! 

概 要宮川の支流濁川左岸の中位段丘縁辺部に位置する。戦後の開懇で旧石

器時代末期の石器群（すべてサヌカイト製）が一括出土したことから周知の遺

跡となっね昭和 40年ごろ以降は養鶏場となっていたが、最近になって製材所

用地として造成工事が進みつつあった。試掘調査は段丘縁辺部を中心にグリッ

ド5ケ所を設定。地山ないし砂礫層までを掘り下げた。その結果、表土層（黒

掲色腐植土）から尖頭器片 1点、二次調整のある剥片 2点、剥片・砕片等少量

を確認した。土層は戦後の開懇に始まり、その後の水田化及び養鶏場造成によ

る人為的な整地・攪乱が加わり、プライマリーな遺物包含層は認めがたい状況

であった。とりわけ、段丘縁辺部からへだたるほど土層は薄くなり、削平のた

めか、砂礫層の露出している部分も認められた。

森添遺跡（度会郡度会町上久具字森添）

事 業名 町道学校• 上久具線・久具都比売橋の建設

調査主体 度会町教育委員会（御村精治・奥義次）

調査期間昭和 62年 4月3日......,1 0月29日

調査面積 1,50011( 

概 要 昨年度からの継続調査として町道関連部分を完掘した。宮川に近い地

点より地目別に A-Hの調査区を便宜的に設定。かなりの範囲で岩盤もしくは

段丘礫層まで掘り下げた。今年度、確認した主な遺構は D区 (6層）で石組炉

を伴う竪穴住居跡 2棟、 B区 (9層）で配石遺構 4埜がある。縄文時代の竪穴

住居跡は昨年度分を通算すると、 11棟（いずれも 6層。後期末葉～晩期前葉

と推定）を数える。これらの遺構は宮川寄りの B・C・D区に集中。中央部の

E区南半,,....,,F区では遺物包含層・遺物量が著しく稀薄となり、南緩斜面測のG

-64-



区で再び増加する。この所見から遺跡の構造を推測すると、中央に広場的な空

間を設け、その周囲に住居を配置していたらしい。前年度に比べると、 1 0層

以下の調査範囲が大幅に拡大したため、下層の遺物が増加。 12層は後期初頭

（中津式）、 1 5層は中期末葉（山の神式）、 1 8層は中期前葉（船元 I式）

の文化層に相当することがほぽ明確となった。 2年次にまたがる調査の結果、

出土遺物の総量はコンテナ箱約 1 千に及ぶ。これらは多量の土器• 石器のほか、

獣骨片、炭化種子等が認められる。特に、土器•石器の内容は多種• 多彩で、

遺跡の隆盛期に当る後期末葉～晩期前葉には東北• 北陸• 中部系の土器多数等

があり、広域的な地域間交流がうかがえる。さらに重要なことは、赤色顔料付

着の土器•石器が顕著に認められる点で、恐らく、朱の生産・供給地としての

機能が集落の拡大や拠点遺跡たりえた有力な要因と考えられる。

西裏遺跡△（度会郡小俣町湯田 21 8) 

事業 名倉庫建設

調査主体 小俣町教育委員会（御村精治）

調査期間昭和 62年 5月 18日

凋査面積 1 6面

概 要 申請地が西裏遺跡の縁辺であったので、一応試掘を実施した。広い面

積を調査することはできなかったので、 4mx2mのグリッドを 2か所設定し

た。土層は耕作土の下が黒褐色粘質土 (40cm)で、その下に黄色粘質土 (60

cm)があり、ついで灰黄色粘質土(40 cm)、礫混り灰黄色シルトとなっていた。

包含層は認められず、遺物は全く発見できなかった。 3年ほど前に、南西方向

へ20 Omの地点（西浦遺跡）でも試掘をしたが、この時も同様の結果を得た

ことがある。このあたりは、すぐ北側を相合川（惣合川）が流れ、南を流れる

外城田川にもほど近いところから、氾濫の影響も受けやすかったと考えられ、

表面に多少の遺物が散布していても、文化層の存在が希薄なことがあるようだ。
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三宝院跡△（伊勢市八日市場町 279-3、他 l筆）

事業名 健康福祉センター建設に伴う試掘調査

調査主体 伊勢市教育委員会（岩中淳之）

調査期間昭和 62年 5月 15・1 6日

調査面積 1 4 4面

概 要 本寺院跡の詳細は不明であるが、坂士佛の『太神宮参詣記」に康永元

年 (13 4 2)に本寺の僧房に泊った記事がみえ、 1 4世紀頃には既に前山よ

り外宮北西の当地に移っていたとされている。また、文明 18年 (1486)

の北畠国司と村山武則の戦いの際に堂宇の一部が焼失したが、再建した堂塔は

明治 3年の廃寺時まで所在したと伝えられている。

今回、この寺院推定地に造成計画がなされた。本計画地は、旧宇治山田高校

基礎やその後の造成により寺院遺構は攪乱されている可能性が強いものの、 4

X4mの試掘砿 9ケ所の調査を実施した。

調査の結果、基本層位は表土（造成土）→山高基礎攪乱士→地山となるが、

部分的に遺物包含層がわずかに残っていた。遺構検出面は、山高墓礎及び廃材

埋込み穴によりすべて攪乱されていた。出土遺物は、 1 5 ,..,_, 1 6世紀代を中心

とする土師器鍋•小皿• 皿と陶器類の他、寺院跡を偲ばせる願戸窯産仏花瓶 2

点が出土したのみであった。

以上、今回の試掘調査では三宝院跡はほとんど破壊されていると考えられた

ため、遺物が比較的多く出土した付近のみ工事立合いし造成工事は施工された。

蓮台寺跡△（伊勢市勢田町字滝ノロ 49 - 1他）

事業名 宅地造成工事に伴う試掘調査

調査主体 伊勢市教育委員会（岩中淳之）

調査期間昭和 62年 8月 18日-2 1日

調査面積 6 4が

概 要 本廃寺は、旧前山郷蓮台寺村にあった真言宗寺院。正暦年中(990--4) 

に祭主大中臣朝臣永頼が神宮の霊夢に感じて建立したと伝えられている。本尊
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は聖観音菩薩であったが明治 2年に廃仏毀釈により廃寺となった。詳細は不明

であるが、創建時の地鎮具と推定される白銅製の瑞花蝶八稜鏡が瓦製の円形鏡

跨の中に収められて過去に出土していることで著名である。

今回の広大な造成計画は、本寺院跡の中心部は除外されているものの、その

隣接部分 2,0 0 0がを対照として 4X 4 m (一部 2X 8 m)の試掘砿 4ケ所の

調査を実施した。

調査の結果、基本層位は表土→茶褐色粘質土→黄褐色粘質土（地山）となり、

2 ケ所の試掘坑で柱穴、土砿、井戸跡等の遺構、遺物は土師器鍋．皿•小皿、

山茶椀・瓦類等が検出された。これらは平安中期の寺院に伴う資料とは考えられ

ないが、鎌倉期のものであり、その取り扱いについては緑地保存か本調査実施

（約 80 0が）かで事業主と協議中である。

袴田遺跡△（伊勢市磯町字コウ田）

事業名 宅地造成工事に伴う試掘調査

調査主体 伊勢市教育委員会（岩中淳之）

調査期間昭和 62年 9月31日-1 0月 2日

調査面積 9 6 ,r! 

概 要 本遺跡は、宮川と外城田川に狭まれた河岸段丘上に位置する広大な遺

跡である。鈴木敏雄氏の「豊浜村考古誌考』によれば、遺跡内では西塚古墳に

伴う玉類•土器の他、平安～中世にかけての土器が昭和初期の開懇時に出土し

ており、これらの一部は地元の小学校等で保管されている。現況は畑• 草生地

で、古墳の痕跡すら伺うことができない。また、遺物散布も少ないものの遺構

等が残存する可能性が強いため 4X4mの試掘砿 6ケ所の調査を実施した。

調査の結果、基本層位は黒茶褐色土→黒色土→一部礫混り黄褐色粘質土とな

るが、 1層の黒色土内での遺物の包含は認められなかった。また、遺構につい

ても全く確認することはできなかった。

以上、過去に遺物が出土し、また立地的にも良好な本遺跡であるが、造成計

画地内においては遺構・遺物を確認することができず、今回の造成計画地は遺
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跡の中心をはずれていると考えられ、今回の造成工事は埋蔵文化財保護に支障

ないため施工される予定である。

源蔵田遺跡△（伊勢市佐八町字池の上 1165-1他）

事業名 三重県福祉部によるゲートボール場造成工事に伴う試掘調査

調査主体 伊勢市教育委員会（岩中淳之）

調査期間昭和 62年 12月4日

調査面積 7 2而

概 要本遺跡は伊勢休暇センター西端の標高 35 m前後の丘陵端部に位置し、

石鏃、剥片、鎌倉期の土器が表採されている周知の遺跡である。縄紋期の土器

は検出されていないが、宮川流域でも後～晩期の大遺跡である佐八藤波遺跡を

核とするキャンプサイト的性格をもつ遺跡のひとつと考えられている。

今回、遺跡の北半分に上記造成計画がなされた。計画地の現況は松林• 草生

地及び既造地であり遺物散布が認められないものの、計画地外の南側には若干

の遺物散布が認められるため 4X6mの試掘砿 3ケ所の調査を県教育委員会の

依頼を受けて実施した。

調査の結果、基本層位は表土→黄掲色粘質土→岩盤混り黄褐色粘質土となり、

すべての試掘砿で遺物・遺構は検出されなかった。

以上、昭和 55年度の詳細分布調査において今回の造成地の南側で上記の遺

物が表採されているものの、今回の調査ではその様相を解明することはできな

かった。なお、造成工事は埋蔵文化財保護に支障ないと考えられるため施工さ

れるに至った。

白浜貝塚（鳥羽市浦村町字白浜）

事業 名 観光保養施設建設事業

調査主体 本浦遺跡群調査委員会（田辺昭三）

調査 期間昭和 62年 3月 10日,,.._,5月 23日

調査面積 2,500trf 
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概 要 昭和 61年夏に行った詳細分布調査の結果を受け、観光保養施設工事

にかかり、しかも海岸侵食により近い将来に崩壊の恐れがある白浜貝塚部分の

発掘調査を実施した。

白浜貝塚は、海岸の砂丘にある遺跡で、多量の砂が堆積しており、地表面か

ら約 2mのところに平安時代の浜（遺物包含層）、約 3mのところに 7世紀の

浜、さらに約 5mのところから弥生時代の浜が認められ、最下部からは極微量

の縄文土器片が出土した。弥生時代の浜からは、多量の貝殻とともに弥生式土

器片や銅鏃 22点、青銅鈷 1点、青銅加工品残欠 l点が出土したのはじめ、 5

月 15日には、全国で初めとの耳付き小型銅鐸（高さ 12 Cllt)が、ほぼ完全な

姿で出土した事が注目されている。この層からは、この他にも骨角器や獣骨片

及び魚類骨片も多数出土しており、漁搭を中心とした集落遺跡であった可能性

が高い。

遺構としては、弥生後期の竪穴住居跡 6棟や柵列状の柱穴群、 7世紀の柱穴

群や列石遺構が検出されている。

下郵遺躊△（上野市下郡字下代）

事業名 地方改善施設整備事業

調査主体 上野市遺跡調査会（境宏・西森平之）

調査期間昭和 63年 1月 7日--3月 31日

調査面積 2 4 0面

概 要 下郡遺跡は、上野市南部に位置する依那古地区の木津川左岸に立地し、

木津川改修工事等に先だつ県教委の調査で、古墳時代～中世を中心とする貴重

な遺構・遺物が検出されている。今回の調査は、下郡集落の中を東西に走る幹

線道路建設に伴って実施しているもので、 30か所の試掘拡を設定し、 2月 1

日現在、 15か所の試掘を完了した。

調査の結果、ほとんどが家屋敷地であるため、後世の削平・攪乱がはげしく

ほとんどの試掘坑で近世の水田耕作溝を確認したにとどまり、遺物も、須恵器、

土師器、瓦器の小片から現代のガラス・ビンなどが混入していた。遺構として
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は、 1つの試掘砿で、ほぽ南面して東西に延びる石組を検出した。石組は、長

さ4m以上で、 4段目までが残存している。石の大きさは、大体 3Ocm-4 0 

cmのものが主であるが、最下段の石の中には、 60 cmの石も積まれている。

遺物は、石組掘り方内より、伊賀焼摺鉢片• 常滑産の甕口縁• 土師器鍋のロ

縁などが出土している。なお、石組がさらに東に続くものと想定して拡張した

結果、南に直角に曲って続くため、近年下郡遺跡で確認されている方形の石組

の池ではないかと考えられる。

向山中世墓（上野市諏訪字向山）

事業名墓地整備

調査主体 上野市遺跡調査会（境宏• 山本雅靖•西森平之）

調査期間 昭和 62年 12月23日,_,2 6日

調査面積約 30 0が

概 要諏訪は、上野市の北端の山地上にあり、標高は 3O O m以上で、上野

盆地低部との比高 17 O mを越える。向山中世墓は、現在の墓地から南に伸び

る支尾根上にあり、今回、土取りにより偶然に見つかったものである。

遺構としては、表土下 20 cmの地山に掘り込んで、円形の埋葬拡 6基、方形

の埋葬拡 7 基が検出されたほか、焼骨• 灰入り土砿、火葬基、火葬場が確認さ

れた。円形の埋葬拡は、直径が約 80 cmあり、いずれも成人用と考えられるが、

直径 50 cm前後のものが 2基あり、幼児用だと考えられる。方形埋葬拡は一辺

IOOcmXBOcm程度で、円形埋葬砿と同じく成人用と考えられる。埋葬拡は

いずれも上部を削平されているが、深さは約 10 O cmある。この埋葬坑に切ら

れた形で不定方形の土拡が 3基存在するが、焼骨・焼土が出土することから、

火葬墓と推定される。尾根のやや平坦な所では、地山が赤く焼けた場所が数か

所あり、火葬場と考えられる。

遺物は、墓拡内から、土師器皿 2枚、古銭（政和元宝等）が 3か所で各 6枚

づつ、計 18枚が出土しており、他に人骨が多数見つかった。

また、向山中世墓に続く現墓地の裾部から、伊賀焼の蔵骨器が 4個出士した。
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鳥羽遺跡※（上野市沖字鳥羽）

事 業名 県営圃場整備事業（上野南部第二地区）

調査主体 県教育委員会（田中久生）

調査期間昭和 62年 7月2日-1 7日

調査面積 3 1 0面

概 要 鳥羽遺跡は上野市南部、木津川右岸の丘陵辺縁部にある。調査地は市

部の集落の東方にあたる。今回の調査では遺構は確認し得なかった。遺物は、

こく少量の土師器片• 製塩土器片などが出土したのみである。これらのことや

土層観察の結果、また調杏地東方の、丘陵を一段上ったところから土師質土器

を表採し得たことなどから、今回の調査地は丘陵から流出した土砂が堆積した

地点であったものと考えられる。遺跡は調査地よりも東方の丘陵斜面にひろが

るものと思われる。

田中氏館跡（上野市界外）

事業名 県営圃場整備事業（上野東部地区）

調査主体 三重県教育委員会（田中久生）

調査期間 昭和 62年 9月 10日......,1 8日

調査面積 3 0 0 rrt 

概 要 田中氏館趾は上野市界外と中友生の境界で県道中村・上野線の北側に

ある。今回の調査は遺跡西辺を排水路が通るため行ったものである。調査の結

果、館趾との関わりは不明であるが、直径 20--3 Ocmのヒ°ットで構成される

掘立柱建物や溝などを検出した。遺物は瓦器• 播鉢などの他、古墳時代の須恵

器杯• 俵瓶の破片も出土しており、付近に古墳時代の遺跡が存在することを窺

わせる。

高瀬遺跡※（上野市比士字高顛）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（服部芳人・田中久生）
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調査期間 昭和 62年 11月5日～昭和 63年 1月 14日

調査面積 1, 5 0 0而

概 要 高顛遺跡は、北流しはじめた木津川が上野盆地の入口に形成した小さ

な盆地の左岸に位置し、標高は約 17 0 mである。今回の調査では、方墳時代

中期から後期にかけての遺構として大溝 1 条・竪穴住居 4 棟•土砿群、その他

中世の素掘り溝 10 数条、時期不明の土砿• 柱穴群を検出した。時に注目をひ

くのは、木津川に平行して南北にはしる大溝である。幅 2-3m、深さ 1.6 m、

断面形は V字状を呈し、調査区内で約 5Om検出した。調査区外の南部分で試

掘をした結果、若干木津川へ曲がることを確認した。竪穴住居 4棟ともにこの

溝の東側で検出しており、木津川との間の部分で集落を形成していた可能性が

ある。この大溝には、おびただしい量の士器がぎっしりと埋まっており、（特

に土師器の割合が多い）溝の凹みを利用して短期間に遺物が投棄されたと推定

される。遺物の中には、土師器の把手付椀 2個体、また全国で 11例目である

須恵器の把手付台付壷など特異なものも出土している。また、土砿群からは滑

石製の勾玉型模造品・紡錘車・管玉も出士しており、祭祀的色彩の濃い遺跡で

ある可能性が考えられる。

鳳凰寺遺跡（大山田村大字鳳凰寺字轟他）

事業 名 農村総合整備モデル事業（集落排水）

調査主体 大山田村教育委員会（落合寛道・境宏•西森乎之•山本雅靖）

調査期間 昭和 62年 11月 17日～昭和 63年 2月 18日

調査面積 3 0 0面

概 要鳳凰寺遺跡は、服部川右岸の標高約 21 O mを測る地にあり、白鳳期

創建を想定させる県史跡鳳凰寺廃寺を中心とする遺跡である。生活排水工事の

為、発掘調査区は排水管埋設部分に伴う幅が狭いトレンチ調査であり、遺跡全

体の状況は想定しがたく、鳳凰寺廃寺との関連はいまひとつ明確でない。

調査の結果、現薬師寺の東のトレンチでは、柱穴・溝、寺の南の東西のトレ

ンチでは、小溝•自然流路、寺の南の南北のトレンチでは、柱穴• 小溝・敷石
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状遺構•石積状遺構• 平瓦を蓋にした溝• 竪穴住居などの遺構を検出した。各

地区から古瓦破片が多数出土しているが、多くは中世以降の攪乱層からの出土

である。瓦類では、素弁八葉軒丸瓦破片• 三重弧文軒平瓦破片・唐草文軒平瓦

破片・鴎尾破片などがあり、他に須恵器・土師器・瓦器なども出土している。

小上野西谷遺跡（阿山郡大山田村大字平田字西谷）

事 業名 農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業

調査主体 県教育委員会（田中久生・丹羽徹）

調査期間昭和 62年 5月6日"'-'6月26日

調査面積 7 6 0面

概 要 遺跡は上野市の東方約 7k111の服部川中流城に広がる山田盆地の西南部

丘陵上に位置する。今回の調査地区は、貯水池を挟んで西側を A区 (12 m X 

4 0 m)、東側を B区 (10mX28m)として実施した。 A区では掘立柱建

物 3棟、竪穴住居 5棟、溝 2条、土塁状遺構を検出した。 B区では竪穴住居 1

棟を検出した。掘立柱建物に伴う遺物は土師質であるが、小片のため時期を確

定するに至らなかった。竪穴住居 6棟はいずれも古墳時代前期のものと考えら

れる。規模は東西 7.0 m X南北 6.4 m"'"'5. 4 m X 4. 7 mを測る。深さは 10 cm 

"'"'3 0 e11tであった。このうち 3棟から南辺中央に土拡が検出された。またその

中の調査区の最も高所に位置する住居では、 4辺に巡らせた周溝が、南東隅よ

り約 12mの暗渠部分を通じて排水溝につなげられていた。主な遺物は土師器

（高杯・甕．鉢・ミニチュア土器等）である。また前述の暗渠施設を伴う住居

から手焙り型土器・勾玉型土製品が発見された。包含層中の遺物では、縄文時

代早期と考えられる石族 2 点• 土器片や、平安時代中頃の灰釉陶器• 黒色土器

などがある。

北中溝遺跡※（阿山郡阿山町円徳院字北中溝）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（仁保晋作）
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調査期間昭和 62年 5月,,.._,6月

調査面積 8 0 0面

概 要 北中溝遺跡は、柘植川と河合川とが合流する沖積地のほぽ中央部に位

置する。遺物の散布は広く認められ遺跡のひろがりが想定されるが、今回の調

査はそのうちの約 80 0面を対象としたものである。

主な遺構としては 11棟にも及ぶ竪穴式住居が検出され、うち 2棟の住居に

は、ベッド状のたかまりが付設された興味深いものである。また、これらの竪

穴群を画するような大溝が検出され、遺物の多くはこの埋土中から出土したも

のである。主な遺物としては、土師器の高杯• 小形器台・手焙形土器などがあ

り古墳時代初めの土器様相を知る良好な資料である。

一本木遺跡※（阿山郡伊賀町大字西ノ沢字一本木）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 県教育委員会（田中久生）

調査期間昭和 62年 10月 19日-29日

調査面積 1 3 0が

概 要一本木遺跡は、柘植川が河合川と合流する地点より約 70 0 m上流の

柘植川左岸、河岸段丘上にある。名阪国道壬生野インターチェンジの西方約 1

k罵にあたる。今回の調査地は壬生野 I. Cと国道 16 3号線を結ぶ道路の南脇

で、遺跡の辺縁部であったことと、小規模の調査であったため、数個のヒ°ット

と及び士壇状遺構、石列を検出したにとどまった。石列付近より奈良時代のも

のと考えられる須恵器杯一点が、ほぽ完形で出土したが、遺構の時期・性格を

確定し得るものではなかった。

名張藤堂家邸遺跡（名張市丸之内）

事業名 まちづくり特別対策事業丸之内通り整備事業に伴う現状変更

調査主体 名張市遺跡調査会（門田了三）

調査期間昭和 62年 11月4日,,.._,1 2月27日
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調査面積 4 2 5而

概 要 丸之内通りの拡幅工事に伴い、県史跡名張藤堂家邸跡の一部が道路敷

の予定地となった。このため史跡の現状変更に伴う発掘調査が必要となり、市

の委託をうけた市遺跡調査会が、調査を実施することになった。調査は道路敷

にあたる幅 5m、長 85 mについて実施した。調査地は、市の中心部「簗顛の

高台」で、旧名張藤堂家および武家屋敷跡地が文教地区となっている。調査の

結果、西端の深さ 3mのところに現存高 1.5 mを測る石垣が遺存していた。裏

こ‘‘めのしっかりとした石垣で『三国地志』に記載される、天正 13 (1 5 8 5) 

年の筒井定次の家臣、松倉氏によって築かれた城の一部と考えられる。調査区

中央では、この城に伴う整地土の下層から、瓦器を伴う掘立柱建物が 2棟検出

され、瓦器片とともに緑釉片（軟質 1点、硬質 l点）が出土した。また、明代

のものと思われる青磁碗 2点、白磁、国産陶器類も出土した。東側からは、宝

永 8(1 8 1 1)年の大火によって焼失する以前の建物甚壇、および礎石抜き

とり穴等を検出した。遺物は少量で、多くは整地層上面、明治の廃藩置県の際

に取りこわした建物に付属する瓦である。市街地の高台ではあるが、下層より

鎌倉時代の遺構が検出されたのは一大成果である。

坂之上遺跡（名張市赤目町大字柏原字坂之上）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（東浩成•野原宏司）

調査 期間昭和 62年 11月5日～昭和 63年 1月 23日

調査面積 l,BOOrr! 

概 要坂之上遺跡は、名張盆地の南西部に位置し、宇陀川右岸を北に見おろ

す丘陵先端部に所在する。調査の結果、古墳時代前半の集落として竪穴住居 9

棟、掘立柱建物 10棟を確認した。竪穴住居はそのほとんどが平面方形で、一

辺 7m前後のものが 2棟、 1辺 5m前後が 6棟あり、支柱は 4本で中央あるい

は東•北辺に焼土が残る。さらに周囲に溝をめぐらせ、東辺隅から排水溝が造

られ、暗集となるものもある。特異な竪穴住居として、不幣形ながら一辺約 4
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m、平面五角形住居があり、この地域では類例を見ない。この埋土からはコン

テナ 25箱程度の土師器が出土し、住居廃絶後ゴミ捨場所になったと考えられ

る。掘立柱建物は棟方向がほぽ南北を示し、その規模は 2間 X 2間、 3間X 3 

間と比較的小さな建物が多く、 5間X3間も 1棟ある。遺物としては、竪穴住

居から小形丸底壷・鉢•高杯・甕などの古式土師器を中心に 5 世紀から 6 世紀

前半までが出土し、 5世紀末の須恵器杯を共伴するのもある。また掘立柱建物

の柱穴からは小形壷が完形で出土する例が三例あり、祭祀を示すものと考える。

これらの遺物は、畿内と共通するものがほとんどだが、伊勢湾域の土器の使用

も見られ、名張地域における当時の集落の変遷を考える上で基準資料となろう。

丸岡遺跡△（四日市市西村町）

事業名 北勢中央公園（仮設広場造成）

調査主体 三重県教育委員会（久志本鉄也・倉田直純）

調査期間昭和 63年 1月 20日

調査面積 1 4 4面

概 要 丸岡遺跡は、昭和 46年 8月、団地造成に伴う事前の試掘調査で面積

約 25,600がに及ぶ弥生時代～鎌倉時代の複合遺跡であることが確認されて

いる。今回、この一部を雑草対策のためゲートボール場として盛土により仮設

広場を造成することになったため、事業地内 5,0 0 0がの中に 4mx2mのグ

リッドを 18ケ所設定し試掘調査を実施した。

調査の結果、事業地内はかつて枯草除去のため重機により遺物包含層の大半

が削平されたため、遺構面まで非常に浅く、遺物は土師器片が数片出土したに

とどまる。遺構は、 4ケ所のグリッドで長径 50 C111--1 2 0 CIIIの方形ないしは

柘円形の火葬土拡を 5基検出した。いずれも壁面は赤く焼け、底部には多量の

炭や灰が堆積し、焼骨も混入していた。遺物が全く入っていないので土砿の年

代は決め難いが中世～近世にかけての墓と考えられる。当地区は通称｀北山’

と呼ばれており、まさしく死者を葬る場所として位置付けられていたのであろ

゜
ニつ
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IV 調査結果の公 開

1. 三重県埋蔵文化財晨

三重県埋蔵文化財展は三重県教育委員会が主催し、昭和 56年度から各市町

村を会場に毎年実施している。三重県教育委員会が実施した発掘調査の成果を

中心に市町村が主体となって実施した発掘調査の成果もあわせて展示して広く

県民に公開、社会教育の一環として埋蔵文化財保護思想の普及啓蒙に努めてい

る。本年度は第 7回を迎え、三重県が主催する昭和 62年度「県民の日」並び

に「地方自治法施行 40周年」記念事業に協賛して上野市で開催した。

今回は、「考古資料でみる伊賀の歴史」を主テーマとし、これまでに発掘調

査された伊賀地方の主要遺跡、遺物を図面・写真パネル、展示遺物等で紹介し

た。期間中の入場者総数は、約 1,2 0 0名であった。

（第 7回三重県埋蔵文化財展開催要項）

1. 目的

県内で実施した埋蔵文化財発掘調査により出土した遺物と関連資料を公開展示し、県民に埋蔵文

化財に対する啓発と普及をはかり、文化財保護意識の高揚をはかる。

2. 主催 三重県教育委員会

3. 協賛 上野教育事務所管内各市町村教育委員会

4. 期間昭和62年 10月3日（土） - 1 0月10日（土） 9:30-16:30 

5. 場所上野市丸之内 38の4 上野市福祉健康センター 1階大会議室

6. 展示テーマ 「考古資料でみる伊賀の歴史」

7. 主な紹介遺跡と関連資料 別表

8. 記念講演会

• 日時 1 0月4日（日）

・場所 上野市商工会議所 3階大会議室

•講師 田辺昭三氏（京都芸術短期大学教授）

•演題 「邪馬台国時代の近畿•東海」
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市町村名 遺跡名 時 代 市町村名 遺跡名 時 代

上野市 北堀池遺跡 縄文～鎌倉 名張市 土 山 遺 跡 弥生～古墳

” 才 良 遺 跡 弥生～鎌倉 伊 賀 町 的 場 遺 跡 古墳～平安

” 
田 中 遺 跡 縄 文 ” 

筒御前古墳 古墳後期

,, 下 郡 遺 跡 弥生～鎌倉 ，， 霊 山 遺 跡 平安～鎌倉

，， 御墓山戸墳 古墳前期
” 福 地 城 跡 室 町

,, 久米山古墳群 古 墳 島ケ原村 上小山遺跡 縄 文

I/ 石 山 古 墳 古墳前期 " フカンゾ遺跡 縄 文

，， 高猿古墳群 古 墳 阿山町 東 山 古 墳 古墳前期

” 
． 田 廃 寺 奈 良 ，， 波敷野古墳群 古墳後期

，， 伊 賀国庁跡 奈 良 ，， 上丸川古墳 古墳後期

，， 伊賀国分寺跡 奈 良 ，， 菊永氏城跡 室 町

，， 猪 田 経 塚 平 安 大山田村 北 切 遺 跡 弥生～鎌倉

,, 神ノ木館跡 室町～江戸 ,, 寺音寺古墳 古墳中期

名張市 下川原遺跡 縄 文 ,, 嗚 塚 古 墳 古 墳

” 
辻垣内遺跡 縄文～弥生 ，， 前 山 古 墳 古墳後期

“ 蔵持黒田遺跡 弥 生 ，， 鳳凰寺廃寺 白 鳳

“ 
尻 矢 古 墳 古 墳 " 歌 野 遺 跡 飛鳥～奈良

,, 赤目壇遺跡 縄文～ ，， 西沖 遺 跡 古墳～室町

，， 観音寺遺跡 弥生～室町 ,, 風呂谷館跡 室 町

,, 美旗古墳群 古 墳 青山町 安 田 遺 跡 鎌倉～室町

，， 夏 見 廃 寺 白 鳳 ，， 桐ケ谷古墳 古墳後期

2. 三重県埋蔵文化財発掘調査報告会

毎年、三重県埋蔵文化財発掘調査報告会を開催し、県及び市町村教育委員会

（遺跡調査会）が前年度に行った発掘調査成果を、スライド上映と若干の遺物

展示とも伴せて、県民に埋蔵文化財を理解していただく機会としている。今回

は、亀山市において開催し、亀山市教育委員会と共催の「亀山の古墳展」とも

連動して多くの参加者を得た。

（第 6回三重県埋蔵文化財発掘調査報告会開催要項）

1. 目的

6 1年度中に県ならびに市町村が調査主体となって実施した発掘調査件数は

7 4件であった。それぞれの遺跡では、埋蔵文化財への理解を深めるため、調

査終了時点で現地において説明会を開催している。現在それらの調査結果を学
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術報告書としてまとめる作業が進行中であるが、埋蔵文化財保護への理解と啓

発をはかるため、 61年中に実施した発掘調査の成果の一部を一般公開するも

のである。

2. 主催 三重県教育委員会

3. 協賛 亀山市教育委員会

4. 日時昭和 63年 1月 16日（土） 1 3 : 0 0 - 1 7 : 0 0 

5. 会場 亀山市野村町松本 5-1 

亀山市青少年研修センター 1階大ホール

6. 発表内容

A 基調報告

・「東海道亀山宿」 ～街並から歴史を読む～

亀山市教育委員会 亀山 隆

B 各遺跡調査概要発表

• 亀山市 大鼻遺跡（縄文時代）

県教育委員会文化課 梅沢 裕

• 明和町 寺垣内遺跡（弥生時代）

明和町斎宮跡保存対策室 中野敦夫

• 阿山町 東山古墳（古墳時代）

県教育委員会文化課 仁保晋作

•朝日町 縄生廃寺（白鳳時代）

朝日町教育委員会 早川裕巳

• 名張市 夏見廃寺（白鳳時代）

名張市教育委員会 水口 昌 也

•松阪市 杉垣内遺跡（奈良• 平安時代）

県教育委員会文化課 河顛信幸

（「亀山の古墳展」ー埋もれた古代権カー開催要項）

1. 目的

亀山市内では、国道 1号バイパス建設事業をはじめ各種の開発事業が急増し
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ておりこれまでに実施された緊急発掘調査などにより、この地域が古代以来き

わめて高い文化を保持してきたことが明らかになってきた。

これらの発掘資料を公開展示し、市民に埋蔵文化財に対する啓発と普及をは

かり文化財保護意識の高揚をはかる。

2. 主催

三重県教育委員会 亀山市教育委員会

3. 協賛

社団法人 中部建設協会

4. 期間

昭和 63年 1月 13日（水） -1月 24日（日） 9 : 0 0 - 1 6 : 3 0 

但し、月曜日は休館

5. 場所

亀山市郷土資料室

亀山市野村町松本 4- 1 亀山市立図書館内 雷 05 9 5 8 (2) 0 5 4 2 

6. 展示内容

亀山市内の古墳及びその出土遺物を中心に展示を行い、鈴鹿川流域に位置す

るこの地域の古墳文化が理解できるものとする。

（展示主要古墳）

能褒野古墳木ノ下古墳井田川茶臼山古墳 山下古墳井尻古墳

大岡寺古墳群釣鐘山古墳徳原古墳群谷山古墳正知浦古墳群

3. 発掘遺跡現地説明会

発掘調査の途中、あるいは終了時には地域の人々に対し、文化財保護に理解

を深めていただくため、現地説明会を開催し、調査結果について報告を行って

いる。県教育委員会が調査主体となった発掘調査に係る現地説明会は下表のと

おりである。
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遺 跡 名 所 在 地 主 催 者 開 催 日 参加人数

斎宮跡第 7 1次 多気郡明和町斎宮 斎宮跡調査事務所 6 2. 6. 7 300 名

出 口 遺 跡 松阪市美濃田町 文 化 課 6 2. 6. 2 1 50 

正知浦遺跡第 1次 亀山市亀田町字正知浦 " 6 2. 6. 2 7 100 

中 尾 遺 跡 一志郡嬉野町薬王寺 I/ 6 2. 7. 11 80 

ビハノ谷古墳群 ,, ，， 
" “ " 

女牛谷古墳群 ，, ,, 
” " ” 

堀之内遺跡 A地区 ，, ,, 
堀之内 ，， 

" " 
小上野 西谷 遺跡 阿山郡大山田村平田 I/ 6 2. 7. 2 4 20 

松 山 遺 跡 安芸郡芸濃町萩野 ，， 6 2. 8. 1 60 

東野 B 遺跡 一志郡嬉野町森本 ，， 6 2. 8. 15 150 

焼 野 遺 跡 ,, 
” 島田 ，， 6 2. 8. 2 2 50 

天 保 遺 跡 ,, ，, ,, ,, 
” 

，， 

斎宮跡第 7 2次 多気郡明和町斎宮 斎宮跡調査事務所 6 2. 9. 6 230 

閑浄寺遺跡 松阪市豊原町 文 化 課 6 2. 9. 2 6 40 

斎宮跡第 7 3次 多気郡明和町斎宮 斎宮跡調査事務所 6 2. 11 1 220 

下（之庄東方遺跡） 一志郡嬉野町中川、下之庄 文 化 課 62. 11 14 60 
夜の堀、小野

堀之内遺跡CD地区 ，, ，, 堀之内 ,, ,, 60 

高 顛 遺 跡 上野市比土字高顛 " 6 3. 1 23 60 

坂之上遺跡 名張市赤目町柏原 " 
，， 80 

椋本南方遺跡 安芸郡芸濃町椋本、北神山 I/ 6 3. 1 3 0 50 

正知浦遺跡第 2次 亀山市亀田町字正知浦 ，， 
" 70 

堀越遺跡第 1次 亀山市椿世町字堀越 ，， 
" 

，， 

斎宮跡第 7 5次 多気郡明和町斎宮 斎宮跡調査事務所 6 3. 1 31 220 

天保古墳群 一志郡嬉野町島田 文 化 課 6 3. 2. 2 7 135 

戸 木 遺 跡 久居市戸木町
“ 

6 3. 3. 1 9 60 

下之庄東地方遺跡） 一志郡嬉野町中川 " “ 
100 

（四反畑 区

鳥居本遺跡 ，， 一志町高野
“ 

6 3. 3. 2 6 30 
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4. 保管遺物等の貸出し・写真等の掲催許可

県教育委員会が保管している県内各地から出土した遺物の展示会等への貸出し、

写真撮影・掲載許可等については、一定の手続きのもとに応じている。
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. 

62
. 

12
. 

1
 

土
記

の
丘

資
料

館
成
」

1
掲
載

l
 

62
. 

12
. 

4
 

亀
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長

「
亀
山
市
の
文
化
財
」
掲
載

•
井
田
川
茶
日
山
古
墳
（
横
穴
式
石
室
・
画
文
帯
神
獣
鏡
）

63
. 

1
 
7
 

・
能
褒
野
壬
塚
古
墳
（
航
空
写
真
）

• 
山
下
古
墳

（
 
,, 

）
 

• 
井
尻
古
墳
（

，， 
）

 

・
峯
城
跡

（
 

，, 
）

 
• 
大
鼻
遺
跡
（

ク
）

 

ー
8
9

ー

康
京

美
術

柿
「
古
墳
の
知
識

I
」
掲
載

阿
児

町
お
じ
ょ
か
古
墳
（
埴
製
枕
）

63
. 

2. 
，
 

小
学

館
柿

「
日
本
大
百
科
全
書
」
掲
載

鈴
鹿
市
東
庄
内

A
遺
跡
（
縄
文
深
鉢
）

63
. 

2. 
，
 

山
本

雅
靖

「
考
古
学
論
集
」
第

2
集
「
伊
賀
の

上
野
市
高
瀬
遺
跡
（
須
恵
器
把
手
付
台
付
壷
）

63
. 

2. 
10
 

古
式
須
恵
器
に
つ
い
て
」
掲
載

（
坪

2
)

原
田

昌
幸

「
月
刊
文
化
財
」

6
3
年

2
月
号

亀
山
市
大
鼻
遺
跡
（
縄
文
時
代
早
期
の
竪
穴
住
居
跡
群
）

63
. 

2. 
10
 

（
原
田
昌
幸
「
縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
一
そ
の
出
現
普
及
の
画
期
を
認
識
す
る
。
）



付 (1) （三重県文化財調査員設置要綱）

（ 目 的 ）

第 1条 三重県内に所在する埋蔵文化財を中心

とし、必要に応じてその他の有形文化財、民

俗文化財、史跡名勝天然記念物（以下「文化

財」という。）の保護の万全を図るため、三

重県文化財調査員（以下「文化財調査員」と

いう。）を設置する。

（ 任 務 ）

第2条 文化財調査員は、次に掲げる調査事項

に従事する。

(1) 三重県文化財パトロール事業における文

化財の巡視及び調査

(2) 国、県営の各種土木建設事業における文

化財の分布及び確認調査

(3) 埋蔵文化財発掘調査における調査協力

(4) その他、文化財の保護に関し必要と認め

る調査

（定数）

第 3条 文化財調査員の定数は、 60人以内と

する。

（ 任 用 ）

第 4条 文化財調査員は、地方公務員法第 3条

第 3項第 3号の規定により任用する。

2. 文化財調査員は、大学において考古学、歴

史学を専攻した者又は、それに準ずる専門的

知識を有する者のうちから、教育委員会が任

命する。

3. 文化財調査員の任用期間は 1年とし、再任
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沿革昭和52年 5月 1日施行
昭和53年 5月 1日改正
昭和59年11月 1日改正

することができる。

（勤務条件等）

第 5条 文化財調査員の勤務条件、事務処理そ

の他服務に関し必要な事項は、教育長の承認

を得て別に定める。

（報酬の額）

第 6条 文化財調査員の報酬の額は、特別職に

属する非常勤職員の報酬及び費用弁償に関す

る条例（昭和 36年条例第 3号）第 2条の別

表の規定に基づき教育長が別に定める。

（費用弁償）

第 7条 文化財調査員の費用弁償の額は、職員

等の旅費に関する条例（昭和 32年条例第46

号）に規定する行政職 4等級の職務にある者

に支給される旅費の額に相当する額とする。

（公務災害補償）

第 8条 文化財調査員にかかる公務災害補償は

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補

償等に関する条例（昭和 42年条例第43号）

の定めるところによる。

（補則）

第 9条 この要綱に定めるもののほか、文化財

調査員に関し必要な事項は、教育長の承認を

得て別に定める。

附則

l この要綱は、昭和 59年 11月 1日から施

行する。



付 (2) （昭和 62年度 三重県文化財調査員一覧）

地区 氏 名 勤務先 勤 務 地 勤務先電話番号

麿
伊東春夫 自 営

片岡雅章 桑名高

且田中伸之 城南小

四
松本 覚 東員第二中

日
岩脇 彰 石 小

市

桐生定己 西笹川中
., . 
重

鎌田雅生 八風中

鈴
大場範久 石薬師高

鹿

亀
三浦儀直 若松小

山
安川富春 ※関中

河合良成 自 営

津
浅生悦生 一身田中

安
下井 彰 東観中

芸

一
小林和彦 芸濃中

志
本堂弘之 高宮小

盗 津村善博 久居中

宮崎洋史

福田哲也 鎌田中

閾世古且守 第四小

棗 岡本好雅 山室山小

小林直人 南 小

篇 前鳥敏文 朝見小

塁
筒居利久 明和中

三 井博之 ※協 和中

中西正典 玉城中

猛 大 西素行 外城田小

. . 江 尻 健 七保第二小

話 中西 健 ※宿田曽中

中世古 ― 芳 五ケ所小
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地区 氏 名 勤務先 勤 務 地 勤務先電話番号

村上喜雄 安楽島小

蹂 竹内正弘 和具小．． 

諸 川添昭博 東海中

田村俊一 中島小

市田進一 会社員

福井健二 会社員

上 中山 暁 崇広中
野

前川依久雄 丸山中
阿
山 寺岡光三 会社員． 

I 岡本武和 洞合小

奥西 勲 桔荘南」ヽ

I 松鹿昭二 名張高

竹内英雄 桔梗が丘中

谷戸 実 赤目小

は北 田崎通雅 中央公民館

.: 湊 章治 ※長島高

福村直人 阿田和小
熊南

冗 田中安弘 御浜小

古部 均 井田小

O勤務先欄※印は教頭職

0 本人が勤務地市町村に住んでいない場合は本人の居住地を（ ）内に示す。
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付 (3) （昭和 62年度三重県文化財バトロール実施要項）

1 趣旨

県下における指定文化財（国・県）及び埋

蔵文化財包蔵地（以下文化財という。）を巡

視し常時文化財の管理・保存状況を把握し、

適切な処置を講じて、文化財保護の万全を期

する。

2. 活動内容

(1) 文化財管理、保存状況把握のための巡視

(2) 所有者等に対する文化財の保護管理指導

(3) 巡視、保護管理指導についての結果報告

(4) 文化財保護思想についての普及活動

(5) その他文化財の保護保存に関すること。

3. 期間

昭和62年 5月 1日～昭和63年 3月31日

4 事業の実施について

(1) 事業は、各教育事務所が執行するものと

し、各教育事務所長は実施計画書（様式 1)

を2期にわけて、三重県教育委員会文化課

長に提出する。

(2) 文化財パトロールは、三重県教育委員会

が任命した三重県文化財調査員が、前項実

施計画書に基づき、実施する。

(3) 三重県文化財調査員は、文化財パトロー

ル実施報告書（様式 2) を毎月末までに各

教育事務所長に提出し、各教育事務所長は

とりまとめて翌月 10日までに文化課長に

提出する※なお、緊急事態が発生した場合

は、電話その他の方法により、すみやかに

関係教育事務所に報告する。
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※（その写しを関係市町村教育

委員会へも送付）

(4) 各教育事務所長は、緊急事態の状況に応

じて、文化課長及び関係市町村教育委員会

に連絡する。

(5) 文化課長は、前項の状況により、早急に

文化財パトロールカーを出動させ、文化財

の保護対策を講じる。

(6) 事業の執行にかかる経費は、 2期にわけ

て予算を令達する。各教育事務所長は、全

事業終了後、すみやかに実績報告書（様式

3) を文化課長に提出する。

（昭和63年4月 2日までに）

(7) その他必要な事項は、そのつど文化課長

が指示する。



＜様式 1・・・・・・ ・・・B 5判＞

文化財パトロール

実施 計 画 書

和

和
昭

昭（
 

年

年
月

月

‘,ノ
日日

月 日 調査員名 パトロール地区 内 容 備 考

＜様式2・・・・・・ ・・・B 5判＞

文化財パトロール実施報告書

経 由
昭和 年 日 i 教育事務所

文 化 財
パトロール地区

調査年月日
調 査 員

文化財の名称 所 在 地 調 査 事 項

報

告

事 ※裏面に、問題箇所、見取図、写真等

項 記入のこと。

備 考
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＜様式 3・・・・・・ ・・・B 5判＞

昭和 年度 文化財パトロール事業実績報告

昭和 年 月 日付け第 号で事業施行の通知のあった

文化財パトロール実績について、下記の通り報告します。

記

1. 文化財パトロールの実績

月 日 調 査 員 パトロール地区 備 考

2. 支出証明書

項 目 令 達 額 支 出 額 内 訳

※ 旅費については、行き先、回数

を明記すること。
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付 (4) （昭和 62年度埋蔵文化財発掘技術者研修実施要項）

l 目的

埋蔵文化財の発掘調査および保存について

の専門的知識と技術の習得につとめようとす

る者を、県外の埋蔵文化財関係研究機関に旅

遣し研修を受けさせるとともに、県内におい

ても現地研修を実施し、埋蔵文化財の保護体

制の強化に資することを目的とする。

2. 主催

三重県教育委員会

3. 期 間

昭和62年 4月 1日から翌年 3月31日まで

県外研修 3カ月間

県内研修 9カ月間

4. 場所

県外 奈良市二条町奈良国立文化財研究

所 平城宮跡発掘調査部

奈良国立文化財研究所 埋蔵文化財

センター

橿原市木之本町奈良国立文化財研

究所 飛鳥藤原宮跡発掘調査部

県内 発掘調査現場・斎宮跡調査事務所

5. 人員

6名（小、中、高校教員）

6. 参加資格

(1) 県内の小中高校の教職員のうちで、大学

において考古学・歴史学を専攻、もしくは

発掘調査の経験を有する者。

(2) 健康で現場作業に従事することのできる
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者で、昭和27年 4月以降生れである者

7. 研修内容

(1) 講義

総論 ・文化財の保護

各論 ・文化財保護法

•史跡・埋蔵文化財保護の現状

•発掘調査方法

調査計画、墳墓・集落•生産所

窯•宮殿・官衛•寺院跡の調査

・遺物調査方法

実測原理、土器•土製品・石器

木製品・瓦の観察と整理、人骨

動植物遺体の調査

•関係学概説

建築構造、測量、保存科学、文

献史学

・報告書作成方法等

(2) 実習

•発掘調査実習、測量実習、遺跡実測実習

写真撮影実習、遺物保存処理実習 等

8. 講 師奈良国立文化財研究所技官•県

係員他

9. その他

(1) 研修者の旅費は、県の旅費規程にしたが

って支給する。

(2) 研修期間中は、当該学校に対し教員の補

充がなされる。

(3) 研修を終了した者には、修了証書を交付

する。



付 (5) （文化財保護の指導要項）

① 適用の範囲

文化財保護法・県条例の適用を受ける開発

事業および文化財の所在地の形質の変更につ

いて適用する。

② 文化財の所在の確認

(1) 史跡・名勝・天然記念物

④ 文化財地図・文化財台帳・文化財一覧

表によって照合する。

＠ 開発区域内の文化財確認調査を実施す

る。この場合は、県教育委員会文化課の

認める者により現地において確認調査を

行ない調査報告書を提出させる。

(2) 埋蔵文化財

④ 遺跡地図・遺跡台帳によって照合する。

＠ 開発区域内の遺跡分布調査を実施する。

この場合についても現地において県文化

財調査員または、県教育委員会文化課の

認める者による分布調査を行ない調査報

告書（書式 2) を提出させる。

③ 文化財の保存方法

(1) 史跡・名勝・天然記念物

④ 開発区域より除外する。

＠ 文化財の周囲で開発事業を実施する場

合には、維持・管理方法および環境変化

を検討し、保存に影響のないよう考慮す

る。

(2) 埋蔵文化財

④ 現状保存とする。ただし整備して保存

する場合は、整備計画書を提出させる。
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＠ 発掘調査を必要とする場合は、現状保

存が困難な事由を説明し、その箇所の開

発事業設計図面（平面図、縦断面図）お

よび発掘調査計画書ならびに調査計画図

面を提出させる。ただし、保存の可否は

発掘調査終了後その結果にもとづき決定

する。

(3) 保存については保護措置書（書式 1) を

提出させるとともに覚書もしくは協定書を

締結する。

④ 経費の負担

文化財確認調査・遺跡分布調査•発掘調査

および保存に要する経費は、原則として原因

者負担とする。



（書式 1) 年 月 日

文化財の保護措置

教育委員会教育長殿

住所

事 業 主 氏 名

電話

⑲ 

事業地
市 町大字 I計画面積I wt 
郡 村

事業名

遺文跡化地財地図図•台•台帳帳との照合 I 
文化財調査 年 月 日

調査担当者

文化財保護協定の締結 年 月 日 I遺跡発見届 I年 月 日

該当文化財の名称 保 護 措 置

備 考

※ 分布調査の結果、確認されなかった場合は、その旨を備考欄に記入のこと。
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（書式 2) (v100 - 1/3000の地図を添付）

文 化財調査報告書

事 業地
市

町大字 I計画面積I "' 郡 村

住所 事

名称

事業名 代表者氏名 業

電話 名

調査担当者l
調査期間 年 月 日～ 年 月 日（ ） 

調 （現況地目・地形等）

: 
の
概
況

調

査

方

法

名 称 規模・現状・出土品 備 考（時代）

文

化

財

の

概

況

備

考
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付 (6) （埋蔵文化財発掘通知・届出一覧表）

〈法第 98条の 2による通知〉

遺跡名 所 在 地 事業名 面積伺 通 知 書 受付年月日

天保館跡 一志郡嬉野町島田 近畿自道車道建設 615 三重県教育委員中会教林育長博 62. 4. 13 

一志西部遺跡 ，， ,, 540 ,, ，， 

堀之内遺跡 ,, 堀之内 ,, 2.800 ,, ，， 

中 尾遺跡 ,, 薬王寺 ,, 600 ,, ,, 

ピハノ谷古墳群 ,, ,, 3.000 ,, ,, 

女牛谷古墳群 松阪市小野町、一志郡嬉野町薬王寺 ，， 4.031 ,, ,, 

八反田遺跡 一志郡一志町片野 ,, 432 ,, ，， 

口山田遺跡 ，， 嬉野町一志 ,, 615 ,, ,, 

天保 B遣跡 ,, 島田 ,, 1530 ,, ,, 

正知浦遣躊 亀山市亀田町字正知浦 国道一号建 バ
イパス 設 8.500 ,, 62. 4. 10 

堀越遺跡 ，， 椿世町字堀越 ,, 1500 ,, 62. 5. 6 

下之庄東方遺跡 一志郡嬉野町大字下之庄地内 中村川河川改修 10.100 ,, 62. 4. 16 

出口遺跡遺 ・
ナライド 跡

松阪市美濃田町字出口 県営圃場整備事業 1.800 ,, 62. •. 10 

東野 B遺跡 一志郡嬉野町大字森本字東野 ,, 5,700 ,, 62. •. 13 

松山遺跡他 安芸郡芸濃町大字萩野字松山他 ,, 16.300 ,, ,, 

青木谷遺跡 四日市市大矢知町青木谷 2692他 土砂採取 455 長四日市市教育委岡員会田教久江育 62. 4. 15 

ニゴリス遺跡 飯南郡飯南町大字粥見 588他 学校建設 6.700 飯南町教育委員斎会教藤育賢雄長 62. 4. 13 

群川原他表2古基墳 松阪市岡本町字川原表 75 (-7他 宅地造成 10.500 
松阪市教育委員会教育長 62. 4. 20 

三井貞司

小上野遣跡 阿山郡大山田村真泥字小上野 道路建設 700 三重県教育委員中会教林育長博 62. ,. 25 

閑浄寺遣跡 松阪市豊原町字閑浄寺 ,, uoo ，， ,, 

曲狭間遺跡 松阪市曲町字狭間 258-1他 ，， 5.000 松阪市教育委員会三教井貞育長司 62. 5. 13 

蓮台 寺跡 伊勢市勢田町字滝ノロ 49-1他 宅地造成 2.000 伊勢市教育委員会永教田育司長郎 62. 5. 22 

三 宝院跡 伊勢市八日市場町 279-3他 福祉センター建設 150 ,, 62. 5. 25 

山 奥遺跡 四日市市大字羽津字山之奥 14番1他 学校建設 1200 長四日市市教育委岡員会田教久育江 62. 6. I 

伊勢寺遺跡 松阪市深長町字前沖他 県営圃場整備事業 2.550 三重県教育委員中会教林育博長 62. 6. 3 

鳥 羽遺跡 上野市沖字鳥羽
” 

1300 ,, 62. 6. 20 

北中溝遺跡 阿山郡阿山町円徳院字北中溝
” 

450 ，， ,, 

立野 9 号墳 松阪市立野町字池田 1284 公園造成 40 松阪市教育委員会三井教育貞長司 62. 6. 17 

安田中世墓 名賀郡青山町寺脇字安田 795 墓地移転 100 青山町教育委員会上教出育芳照長 62. 6. 12 

下江平遺跡 三重郡菰野町大字田光字下江平 県営圃場整備事業 5.2 00 菰野町教育委員松会教野俊育長雄 62. 7. 3 

袴 田遺跡 伊勢市磯町コウ田 184 8他 宅地造成 2.500 伊勢市教育委員永会教田育司長郎 62. 7. 18 

砂谷 遺躊 度会郡玉城町坂本字砂谷 道路建設 880 玉城町教育委員会岩教崎澄育長雄 62. 8. 17 

鳥居本遺跡 一志郡一志町小山字鳥居本他 近畿自動車道建設 6.500 三重県教育委員中会教林育長博 62. 8. 15 
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遺跡名 所在地

天保古墳群 lー志郡嬉野町島田字天保 近：自：車：建設『:7:1三：県教育：員念:::,~:;: 月,:

堀之 内遺跡 ル 堀之内

下箕内古泊群 安芸郡安濃町大字戸島字下箕内

細野経塚員弁郡藤原町大字別名字細野 353

勝田遺跡度会郡玉城町大字勝田字上ノ上

庄村遺跡一志郡一志町庄村

小戸木遺跡久居市小戸木町

戸木遺跡 ，，戸木町

沢 遺 跡亀山市山下町澤

平生南遺跡一志郡嬉野町大字平生字田成他

高瀬遺跡上野市比土字贔瀬

西ノ垣内遺跡 鈴鹿市長法寺町字西ノ垣内

一本木遺跡阿山郡伊賀町西ノ沢字一本木

香ノ子 遺 跡 到 山 郡 刷 山 町 上 友 田 3330他

坂之上遺跡名張市赤目町相楽

高寺遺跡一志郡一志町氏野字高寺

下ノ庄A・B遺跡 I亀山市下ノ庄 158 0-1他

鳳凰寺遺跡阿山郡大山田村鳳凰寺

蓮敬寺遺跡他桑名市志知字鎮守堂他

石神遺跡多気郡勢和村色太 950他

ホウジゴ遺跡 l多気郡大台町上三瀬 91 2他

源蔵田遺跡I伊勢市佐八町池の上 116 5-1 

宮の西遺跡四日市市中川原 2丁目 126-7他

菊永氏城跡阿山郡阿山町中友田字亀山

車塚 2号墳伊勢市藤里町丸山

観音 寺跡四日市市垂坂町高山 8-2他

安養院跡津市大里窪田町字大垣内他

〈法第 57条の 1による届出〉

“~ 

＂ 

5.800 

ゴルフ場建設I9QOOO 安濃町教育委員翡:~1.. 
道路建設 22.63 

藤原町教育委員会教員長
中村文雄

2.400 
三重県教育委員会教育長

中林博
162. 

近畿自動車道建設 I 304 

,, I 240 

”
 

宅地造成

道路建設

運動場造成

県営圃場整備事業

集落排水設置

団体営圃場整備事業

工場建設

学校建設

ゲートポール場造成

分譲マンション建設

道路建設

道路改良

老人ホーム建設

団体営圃場整備事業

320 

中ノ垣内遺跡 I安芸郡美里村大字足坂字中ノ垣内 I県営圃場整偉事業 I soo 

県営圃場整傭事業 I1.s o o 

0

0

 

0
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1
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ー

”” 

道路建設I 275 

" l 64 

”. 

”
 ”
 ＂ 

＂ 

“
 ”
 ル'

”
 ”
 

”
 8. 17 

”
 8. 20 

62. 9. 1 

“
 ”
 62. 9. 28 

2.01 o I 亀山市教育委員会教育長
麻生直

162.10.29 

2.5 oo I 三重県教育委員会教育長
中林博

I 62. 10. 24 

6

0

2

 

2

1

1

 

n
5
9
n
5
 

1

1

 

2

2

2

 

6

6

6

 

24 I 阿山町教育委員会教育長
北川弘

I 62. 11 , 

1.600 I 三重県教育委員会教育長
中林博

162. 11 2 

62. 11 9 

62. 10. 7 

300 I 大山田村教育委員会敦育
長 辻西巧

I 62. 11 16 

lH I 桑名市教育委員会教育長
中澤勇夫

I 62. 11 30 

501 
勢和村教育委員会教育長

高橋弘夫
I 63. 1 12 

3201 
大台町教育委員会教育長

清原幸郎
I 62. 11 30 

1001 
伊勢市教育委員会教育長

永田司郎
162.12.11 

東垣外遺跡I多気郡明和町坂本字東垣外1216-1他 I学校グランド造成I 120 I明和町長 辻英舗 I62. 12. 8 

9651 
四日市市教育委員会教育
長 岡田久江

163. 2. I 

3601 
阿山町教育委員会教育長

北川弘
I 62. 12. 19 

251 
伊勢市教育委員会教育長

永田司郎
I 63. 1 12 

1601 
四日市市教育委員会教育
長 岡田久江

I 63. 2. 2 9 

7361 
津市教育委員会教育長

田岡草生
I 63. 3. 2s 

遺跡名 所 在 地 事業名 面積岡 届 出 者 受付年月日

菅り谷葉 11 号・墳2号、譲墳
上野市治田墳字菅谷 424 0-1、字譲り

研究開発所建設 70 上野市遺跡調査米会理澤事長昇 62. 3. 12 
谷 1・2号

清水谷古墳 ―志鄭嬉野町大字天花寺字清水谷蜻内 工業団地造成 3.50 0 会一志長町・嬉野町遺小畑跡調査長 62. 4. 13 

南南山山遺古跡墳、 鈴鹿市上野町字東谷山 678他 道路建設 24 5 鈴鹿市遺跡調査会神尾長 博 62. 5. 1 

長畑遺跡 ,, 御備町字長畑 団体営圃場整備事業 2.000 
,, 

6 2. 9. 9 
市川年夫
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遺跡名 所 在 地 事業名 面祖伺 届 出 者 受付年月日

白浜貝塚 鳥羽市浦村町字白浜 1834-2他 観光開発 2.500 本表浦遺跡群調壺委田員辺会昭代三 62. 3. 2 

名張藤堂家邸跡 名張市丸之内 54の3他 道路拡幅 4 25 名張市遺跡調査会福森長 毅 62. 10. 19 

北山 C 遺跡 四日市市西大鐘町字南林他 ゴルフ場建設 517 四日市市遺跡調査岡田会久長江 62. 11 30 

下 郡遺跡 上野市下郡下代 108他 道路建設 240 J:野市遺躊調査会米理澤事長昇 62. 12. 10 

向山 中世墓 上野市諏訪 24 3 7-1他 土砂採取 300 ,, 62. 12. 21 

鵜 殿遺跡 南牟婁郡鵜殿村字山根 98・9 9 村史編纂資料確認 100 鵜殿村教育委員会田教中健育長一 63. 3. 22 

〈法第 57条の 2による届出〉

遺跡名 所 在 地 事業名 面積伺 届 出 者 受付年月日

菅り葉谷 11 号・墳2号、墳譲 上野市治田字菅谷 研究開発所建設 ~77.722.61 62. 3. 12 

青木谷遺跡 四日市市大矢知町青木谷 土砂採取 455 6 2. l 27 

白 浜貝塚 鳥羽市浦村町字白浜 観光開発 4.000 62. 4. 7 

辰墳の群鼻他・占II隙墳表4古基 松阪市岡本町• 藤之木町・丹生寺町 宅地造成 407372 6 2. t 20 

沢 遺 跡 亀山市山下町字澤 ,, 2.0 7 0 62. 5. 8 

遍台寺跡 伊勢市勢田町字滝ノロ ,, 22.525.61 62. 5. 22 

八反田遺跡 一志郡一志町大字八太字小山 鉄塔建設 lH 62. 6. 8 

椅田遺跡 伊勢市磯町字コウ田 宅地造成 2.006 62. 7. 18 

下箕内占墳群 安芸郡安濃町戸島 ゴルフ場建設 970000 62. 8. 17 

長畑遺跡 鈴鹿市御薗町長畑 団体営圃場整備事業 Z.000 御長薗西部土地改良北川区理量事英 62. 9. 9 

蓮敬寺遺跡他 桑名市志知 ,, 469000 志知土地改良区代酒井表 重 62. 11 24 

北山 C 遺跡 四日市市西大鐘町字南林 ゴルフ場建設 25む84 62. 11 2 

石 神遺跡 多気郡勢和村色太 工場建設 9.035 63. 1 12 

宮の 西遺跡 四日市市中川頑 分譲マンション建設 965 62. 12. 14 

菊 永氏域跡 阿山郡阿山町中友田字亀山 道路建設 530 62. 12. 18 

向山中世墓 上野市諏訪 243 7-1他 土砂採取 300 諏訪区長 山本猛 62. 12. 21 

安養院跡 津市大里窪田町大垣内他 団体営圃場整備事藁 510.000 南窪田土地改良区武代内表昭一 63. 2. 25 

観音寺跡 四日市市垂坂町贔山 老人ホーム建設 •. 057 63. 2. 29 

（法第 57条の 3Iこよる通知〉

遺跡名 所 在 地 事業名 面積袖 通 知 者 受付年月日

斎 宮 鼈 多気郡明和町大字斎宮 28 6 6-2 道路拡幅 1850 明和町長 辻英輔 62. 3. 9 

発シ B 遺跡 ,, 
大字有爾中 816-1 ブール建設 630 明和町教育委員永野会教由育太郎長 62. 3. 12 

ニゴリス遺跡 飯南郡飯南町大字粥見 604他 学校建設 58.726 飯南町長 大久保静郎 62. ,. 13 

南南山山古遺墳躊・ 鈴鹿市上野町字東谷山 678他 道路建設 2.2 61 鈴鹿市長 野村仲三郎 62. 5. 1 

釜の平遺騎 熊野市有間町 514 2 集会所建設 4018 熊野市長 坪田誠 62. 4. 28 

三宝院篇 伊勢市八日市場町 279-3他 福祉センター建設 6.015 伊勢市長 水谷光男 62. 5. 25 

東野 B 遣躊 一志郎嬉野町大字森本字劇野132他 県営圃場整備事業 5.700 ＝重県知事 田II洟三 62. 5. 11 
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遺跡名 所 在 地 事業名 面積ぃ 通 知 者 受付年月日

松山遺跡他 安芸郡芸濃町大字萩野字松山 1642他 県営圃場整備事業 513.000 三重県知事 田川亮三 62. 5. 11 

出口遺跡遺 ・
ナライド 躊

松阪市美濃田町字出口 1109他 ,, 2.280 ,, 62. 7. 3 

伊勢 市遺跡 ，， 深長町字菖蒲原 30他 ,, 2.550 ,, 6Z. 5. 15 

鳥 羽遺跡 上野市沖字鳥羽 131 8-1 ,, 60,000 ,, 6 2. 7. 9 

下 江平遺跡 三重郡菰野町大字田光字下江下地区 ，， l Z.4 7 0 ，， 6 Z. 7. 3 

北中溝遣縫 阿山郡阿山町円徳院 622 ,, 450 ，， ，， 

西ノ垣内遺跡 鈴塵市長法寺町字西ノ垣内 386 • 38.220 ，， ，， 

細 野経塚 員弁郡藤原町東禅寺、別名、垣内 道路建設 泣sosz 藤原町長 伊藤正俊 62. 8. 17 

中尾遺跡他 一志郡嬉野町堀之内、上野 ,, 25.000 三重県知事 田川亮三 62. 9. 4 

中ノ垣内遺跡 安芸郡美里村大字足坂 県営圃場整備事業 17,530 ，， 62. 10. 13 

名張藤堂家邸躊 名張市丸之内 5'番地の 3他 道路拡幅 L3ZO 名張市長 永岡茂之 62. 10. 19 

一 本木遺跡 阿山郡伊賀町西ノ沢 県営圃場整備事業 3.800 三重県知事 田川亮三 62. 1G. 15 

鳳 鳳寺廃寺 阿山郡大山田村大字鳳厖寺 集落祷水設置 600 大山田村長 樋森知民 62. 11 4 

氏瀬遺跡 上野市比土字上ノ久保 1767-1 県営圃湯整備事業 3168 0 三重県知事 田川亮三 62. U 11 

坂之上遺跡他 名張市赤目町柏原字坂之上 273他
” 

101.000 ,, 62. 11 9 

高寺遺跡 一志郡一志町高野字寺家 1329-1他 道路建設 1600 ,, 62. 11 16 

下ノ庄A・B遺跡 亀山市下ノ庄町 1580ー1他 ,, 4,000 ,, ,, 

四 天王寺 津市栄町 l丁目 147-2 ，， 5.033 津市長 闘村初博 62. 11 11 

源蔵田遺跡 伊勢市佐八町池の上 1165-1 ゲートボール場造成 2.740 三重県福祉部保険串課闘英長雄 ,, 

下 郡遺跡 上野市下郡下代 108他 道路建設 3.7 81 上野市長 今中原夫 62. 12. 11 

東垣外遺跡 多気郡明和町坂本字東垣外1216-l他 学校グランド造成 15.000 明和町長 辻英輔 62. 12. 8 

車塚 2 号墳 伊勢市藤里町丸山 道路改良 25 伊勢市長 水谷光男 63. l 12 

六 大 B遺跡他 津市大里窪田町他 中勢パイパス建設 350000 建設省三璽工事事小森務所保長数 63. 1 14 

山室A・B遺跡 松阪市桂瀬町他 道路建設 9l800 三重県知事 田川亮三 63. 1 28 

天水遺跡 鈴鹿市小田町 330他 ,, 4,000 ，， 63. 3. 11 
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＿重県教育委員会

文化課 津市広明町 13 三重県庁内 7階

（電） 0592ー24-2986---2988

藤方分室

津市藤方 22 8 3-1 

（電） 0 5 9 2-2 4ー4560

埋蔵文化財桜橋整理所

津市桜橋 2丁目

（電:) 0 5 9 2ー27ー2465

埋蔵文化財上野整理所

上野市丸之内 117

（電） 0595ー 24-0 0 7 9 

近畿自動車道埋蔵文化財発掘調査整理所

松阪市丹生寺町630

（電） 0 5 9 8-5 8-0 2 8 3 

一般国道 1号亀山バイパス埋蔵文化財発掘調査整理所

亀山市和田町字西野 12 7 8-9 

（電） 0598ー2ー2581

中村川埋蔵文化財発掘調査整理所

一志郡嬉野町川北 530

農業技術センター内

（電） 05984ー2ー4802

三重県斎宮跡調査事務所

多気郡明和町大字斎宮

（電） 0 5 9 6 5-2ー 1732
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